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この事業 は,日 本 自転車振興会の機械工業振 興資金 によ る「昭和

44年 度情 報処理 に関す る調査 ・研究補助事業 」の うち「遠隔情報

処理 システムの開発 」の一部 として実施 した ものであ ります。



序 に 代 え て

当財 団は,昭 和43年 度 の基 礎 研究 に引 きつづ き,マ ル チ プ ロ グ ラ

ミン グ,マ ル チ ア クセ ス等,新 しい利 用 方式 に よ る遠 隔情 報 処理 シス

テム に 関連 す る ソ フ トウエ アの拡 充 を行 な う と と もに,リ モ ー ト方 式

に よ る各種情 報 処 理 の 研究 開 発 と実験 を行 な って お ります が,こ の 研

究 報 告書 は,通 産 省,郵 政省,日 本 電 信 電話 公社,機 械 振 興 協 会 な ら

び に 日本 自動車 連 盟 に それ ぞれ 端 末 機 を設 置 して実 施 した,タ イム ・

シ ェア リング ・シス テ ムに 関す る応用 実験 の状 況 と,昨 年 度 か ら引 き

つづ き行 ってい る会 話 型PL/1(CPL)と オ ン ライ ン文 献 検索 システ

ム(JOLDOR)に 関 す る,そ の 後 の 成果 を と りまとめ た もので あ り

ます 。

こ こに,タ イム ・シェア リング ・システ ム に関 す る応 用 実験 研究 実 施

に ご尽 力 な らびに ご支 援 を賜 わ った 通 商産 業 省 電子 政 策 課,郵 政省 電

気 通信 監理 官 室,日 本 電 信 電話 公 社 技 術 局,(財)機 械振 興 協 会経 済

研 究所,お よ び(社)日 本 自動 車 連 盟 会員 部 の 関係 各 位 に 心 よ り感 謝

の 意 を表 し ます と と もに,本 報告 が各 方 面 に利 用 され,わ が国情 報 処

理 産 業発展 の一助 と して寄 与 で き ます よ う念 願 い たす 次 第 で あ ります 。

昭和45年6月

財 団法人 日本 情報 処理開発 セ ンター

会 長 難 波 捷 吾
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1.タ イ ム ・シェ ア リン グ ・シ ス テ ム

の 応 用 実験





昭和44年10月 か ら約6ケ 月,NEACタ イ ム ・シェア リング・システムの8つ の端末 を

通産省重工業局

郵政省電気通信管理官室

日本電信電話公社技術局

口本 自動車連盟

機械振興協会

当セ ンター(3端 末)

に設置し,タ イム ・シ ェア リングの利用実験 をおこなった。

わずか半年 の使用経験ではいか に も短かいが)そ れで も一 日約5時 間乃至8時 間はそのために解放

して来た。

この初期の段階に体験 されたいろいろの問題点は,か な り基本的な ものであ り,今 後の参考 として

各端末使用者の意見 をま とめて報告す るのは,そ れな りに意義のあ ることと思われ る。

1.総 論

当セ ンターのタイム ・シェア リング ・システムの概要 と,総 体的な問題点 をま とめ る。
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1.1 シ ス テ ム の 概 要

(1)コ マ ン ドの概要

利用者は,コ マ ン ドによってシステムとの会話を行な うことがで きる。

コマン ドは,っ ぎのよ うな二つの部分か ら構成 されてい る。

COMMANDNAME:コ マ ン ドの種類(た とえばt'INPUT","BYE"な ど)を 指定す る。

COMMA[NDPAIIAMIETER:COMMANDNAMEで 指定 されたコマン ドに対 し,そ の内容か処

理す る事項な どを具体的 に指定 します。(た とえば,利 用者名の指

示 ファイル名の指定など)

コマン ドは,利 用者が新 しく追加 ・登録す ることで,次 第 にふ えてゆ く性質 を もっていますが現

在っ ぎに示すような コマン ドが用意 されてい る。

(1)シ ス テムとの会話の開始終 了を行な うコマン ド

HELLO

BYE

利用 者 とシステムとの会話の開始。

利用者 とシステム との会話の終了。

(副 ファイルの内容の作成 ・変更 ・出力に関するコマン ド。
`

INPUT

UPDATE

RENUMBER

OUTPUT

COUTPUT

COPY

LOAD

SAVE

、 フ ァイルを新たに作成 し,登 録す る。

すでに登録されてい るフ ァイル内容 を修正す る。

すでに登録 されてい るファイルのラインナンバを新 たに付け直す。

ファイルの内容 を端末装置に出力す る。

ファイルの内容 を電子計算センターの高速製表印字装置に出力す る。

すでに登録 されてい るファイルの写 しをランダム ・アクセス ・フ ァ ・

イルの他のエ リアに とる。

磁気 テープにあるファイルをランダム ・アクセス ・ファイルに移す。

ランダム ・アクセス ・ファイルを磁気テープにダンプす る。

(皿)フ ァ イ ル デ ィ レ ク ト リの ハ ウ ス キ ー ピン グ に 関 す る コ マ ン ド

RESERVE

RENAME

MODECHANGE

1)URGE

1}ULL

ラ ン ダム ・アクセス ・ファイルにエ リアを確保し ファイル名 をファ

イルディレク トリに登録する。

すでに登録 されてい るファイルの名 前変更。

す でに登録 されてい るファイルのモー ド変更。

すでに登録 され てい るファイルの抹消。

他 のグル ープのファイルの利用 を可能にす る。
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実行終了

入力,出 力を

待っている状態

プログラムの実行終 了

プログラム実'行
のために待

行列に入 って プログ ラムのロー ド終 了
い る状 態

コマン ドの タイプ終 了

鵠 謙 緩婿 芽9莞 織 こ
はなったがその後 コマン ドを待つ

入力のない状態 ている状態
開 始

プログラムをロード
したがまだ実

していない状

ENDBEGIN

端 末 装 置 の 状 態

輌 プログラムの実行 を制御す るコマン ド

FORTRANFORTRAN言 語 で書かれたソースプ ログラムをコンパイルする。

LINKFORTRANコ マン ドの出力であ る数 々の リロケータブルサブプログ

ラムをリンクしてオ ブジェク トプログラムを作 る。

STARTオ ブ ジェク トプログラムをイニ シアルエ ントリーポ イン トか ら実行 を開

始す る。

RESTART実 行 を一 時中断 されたプログラムの実行 を継続 させ る。

END実 行 を一時中断 されたプログラムを終了させ る。

ASSIGNプ ログラムで指定 されてい るファイルを実行時 に他 のファイルに変更 さ

せ る。

(V)シ ステムの索引および問合わせのための コマン ド

LISTフ ァイルディレク トリに登録 されてい るファイルの情報を リス トアップ

させ る。

ASK指 定 したファイルが登録 されているかど うかを問合 わせ る。あわせて,

フ ァイルディレク トリの詳細な情 報 も出力す ることも可能。

INQUIRY現 在 の会話情況な どシステムの状態 を問合わせ る。

TEACH利 用者 に使用法な どコマン ドに関す る情報を与 える。

② システムと利用者の会話

例1-1は,シ ステム と利用者 との会話例であ る。

この例では利用者が システムに会話開始 を要求 し,会 話を始 め,ソ ースプログラムをシステムの

ファイルに登録 しコンパイルをして実行す る様子が示 されている。
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例1-1シ ステムと利用者の会話例

VVELCOMIE

READY14-01-34

※HEI,LOGO1,E .SATO

WAIT14-02-16

HELI、OAT67./31214-02-16

NEAC-TSS(PHASEO)REV .01-04

READY14-02-16

※INPUTS,EXAMPLE

WAIT14-02-57

※

※

※
※

※
※

※

EOP

100

200

300

400

500

600

700,

K#O

DO201#1,1000

20K#K十1

WRITE(15,100)K

100FORMAT(1H,5X,2HK#,18)

END

IEOF

O.560

READY14-06-12

※FORTRANEXAMPI、E

WAIT14-06-44

]E】O]PO.852

READY14-06-52

※LINK

WAIT14-07-01

※01P且ASE./EXAMIPI、E

※02CALLN ./EXAMPI、E

※031EOF

EOP

R】i〕ADY

※START

WAIT

EOP

1.253

14-09-35

EXAMPLE

14-10-02

K二]≠500500

0.137

READY14-10-11

※1、IST

WAIT14-10-26

0NGFD

EOI)

READY

※BYE

WAIT

BYEAT

TIME

FCFN

DDATA15

SEXAM]PLE

DDATAl

REXAMPI、E

OEXAMPLE

1.740

14-12-51

14-12-58
67/312
USED4.542

CNUN
lM.YAMADA
lESATO
5MYAMADA
lESATO
lESATO

CD
6Z/302
6Z/312
6Z/309
67/312
67/312

UOAMODTDI

lNMWTGON

lNMWPGOFF

lNMRPGOFF

lNMWTGOFF

2NMWI)GOFF
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(3)フ ァ イ ル の 概 要

リモ ー ト ・ タ ー ミナ ル の 利 用 者 か ら ア ク セ ス さ れ る フ ァ イ ル は,ラ ン ダ ム ・ ア ク セ ス ・フ ァ イ ル

を中 心 と し たOn-lineStorageと,磁 気 テ ー プ を 中 心 に し たBackupStorageに よ

り 構 成 さ れ ま す 。 高 価 で,容 量 に 制 限 の あ るOn-lineStorageを 有 効 に 利 用 す る た め,ほ

と ん ど 利 用 さ れ な い フ ァイ ル は 磁 気 テ ー プ に 格 納 し,必 要 な と きOn-1ineStorageに うつ

しか え ら れ,利 用 者 は 自 分 の フ ァ イ ル が ど こ に 存 在 す るか を 一 々気 に し な くて も利 用 で き るよ う に

な っ て い る。

利 用 者 が,自 分 の フ ァ イ ル を 利 用 す るに は,シ ン ボ リ ッ ク なFileNameとFileClass

を 指 定 す れ ば 充 分 で あ る。

FileClassと し て は

S:(SourceProgramFile)

R:(RelocatableProgramFile)

O:(ObjectProgramFile)

D:(DataFile)

Ul(TransactionFile)

の5種 類 が あ る。

ま た,利 用 者 はCreationNumberに よ っ て,同 一 のFileNameとFileCIass

を も っ フ ァ イ ル の 中 で も特 定 の 作 成 番 号 を も っ フ ァ イ ル を指 定 す る こ と も で き る。

フ ァ イ ル は,そ の 機 密 保 持 の 必 要 性 と 共 同 利 用 で き る 領 域 に 応 じて,っ ぎ の4種 類 の フ ァイ ル を

構 成 す る。

(i)PrivateFile… … ・・ 作 成 者 の み しか ア ク セ ス で きな い フ ァイ ル。

(ii)GroupFile同 一 の グル ー プ(研 究 室 と か,部 別 と か)の 人 な らだ れ で もが 利

用 で き る フ ァ イ ル 。

(iii).SharedFile他 の グ ル ー プ に 属 す る フ ァ イ ル で も,特 定 の 手 続 に よ っ て 利用 で

き る フ ァ イ ル。

aV)PublicFileシ ス テ ム と会 話 し て い る利 用 者 は 誰 もが 使 用 で き るRead二 〇nly

の フ ァ イ ル 。

(4}端 末 装 置

現 在 端 末 装 置 と してNEACTYPERの み が 接 続 され て い る。

NEACTYI)ERは,直 接電信回線・＼ または変復調装置を通 して電話回線に接続 され さらに

セ ンターの多重通信制御部に接続 される。

NEACTYPERは,図 の ような構成 で英数字 ・特殊記号 ・カナ文字(96文 字)を 使用で き,

50ボ ー(273字/分)の 速度 で送受信 を行な う。回線による誤 りの検出は,パ リティチ ェック

によ り行なわれ る。 さ らに,デ ータの正確度 をあげ るためには,コ マン ドによ り特別のインプッ ト・

モー ドをセ ッ トし,利 用者が打鍵 した内容を電子 計算機に返送 させ,利 用者が確認してか ら処理 を
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行な うとい った方法 も可能 です。打鍵の誤 り訂正は,後 退キイと抹消キイにより行なう。

通
信
回
路
へ

「

宇 部 キ イボー ド

紙 テー プ

読 取 装 故

紙テープ

さん孔装匿

L-___一_一__一 一」 付 加 装 置

NEACTYPERの 構 成

⑤ 機器構成

当セ ンターにお けるNEACタ イ ム ・シェア リング ・システム(TSS)の 構成は図1

うにな ってい る。

/
コンソール
タイプライタ

磁気テープ装置6台

㌔
トラ・・引 パ

.
.

↓ 「

磁気ディスク ・パ ック5台

〔9.6M字/台97・5ms}

NEAC2200/500

コアメモリ524K字

～.5μs/8字

可 変 長

オソ ライン

アタ〉 タ

システ ム

コン ソール

周辺為描
切櫓田

NEAC2200/200

コアメモ リ6SK字

可変長2.0.,・S字

ライン・
プリンタ

420行!分132字 〆行

ライ ン'

プ リ ン タ カード穿孔装置

通制
信仰

装
置

一1の よ

r-一 一ー ー ー ー 一 一'一

`

デ ー タ ・

ステ ー シ ョン 鵡 末|

綱 田 部 タ イ フ フ イ タ

l

L__________」

通 産 省 重 工 業 局

「 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー ー ー 一

:

1 -、`1ア一 夕'

`

?OKCカート
丁トラ匿取装置
ノク

80欄800枚/分 』

磁気テー プ装置2台

「一ーーーー-一 ーー一一一一≡、
`|

端 末`

タ イ フ'ライ タll

⑪

_________一___一__.」

郵 政 省 電 気 通 信 管 理 官 室

「 一 一 ～ 一 一 一'一 一 ー 一 一 ー ー ー 一1

」

ステ ー シ ョン

鯖 御 部

テ'一夕 ・

ス テ ー シ ョン

制 御 飴

鵡 束
タイプライタ

B本 電倦電話公社技術局
80欄tOOthノ 分420行/分132字ノ行

英 ・数 ・カナ記号109字 英 ・数 ・カナ記号109字

鵡 末
タイプライタ

チー タ ・

ステ ー シ ョン

硝 田 田

」_____________」

機械 振興協会 〔館内BI)

チ ータ ・

ス テー シ ョン

制 御 部

__一 」

一 ー-
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1.2 利 用 状 況

現在のMACシ ステムは昭和44年12月 よ り稼動に入 りその使用時間帯は9時 か ら17時 までの

うち約5時 間乃至8時 間が使用 されてい る。

なお昭和45年1月 か ら6月 末までの各端末 の使用時間は次のよ うになってい る。

日本自動車連盟

電電公社

機械振興協会

郵 政 省

通 産 省

日本情報処理開発センター(3端 末)

93時 間

325時 間

237時 間

153時 間

102時 間

1,057時 間
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1.3 ア プ リ ケ ー シ ョ ン

外部団体 に端末 を置きこのMACシ ス テムの使用実験 をお願いしたわけであるが,団 体によりそれ

ぞれ特徴あ る使い方 をしてい る。

以下 はその報告書か らまとめたものである。 なお詳細にっいては 第2章 を参照 され たい。

(1)日 本 自動車連盟

○ 会 員 業 務 ……一会員の入会 ・移動 ・継続 ・退会の手続 きおよび刊行物の配布等。

○ 会員 照 会 業 務 …一… 会員番号 ・有効期限お よび会費納入状況の問合せ,路 上サー ビス,旅 行

案内サー ビス等。

OEDP要 員 の教 育

○ その他一 般事務計算

(2)'電 電 公社

○ 理 論 計 算 ・・…… 通信回線網にお けるトラフィック計算,伝 送 路の伝送特性計算等。

○ 各種試験 ・実験結果のデータ分析…・・… 平均値,標 準偏差,最 大最小,最 小二乗法,実 験計画

法,検 定等の統計的手法 による統計業務。

○ 経 済 比 較 …・・… 通信設備に対す る最適な投資 ,使 用期 間,使 用設備の決定に関す る経済

的検討。

(3)機 械振興協会

○ 産業連関表による予測

○ 統 計 業 務 ・

○ 情 報 検 索

(4)郵 政 省

○ 経 営分析のための計算業務 ・……・郵政事業経営のための統計,郵 便局の規模別の コス ト,収 益

の対比,資 金運用部の資金の運用状況の分析等。

○ 郵便同等にお ける要員配置に関する業務 ・……・保険事業部門の要員配置。

○ 共 通業務のEDPS化 のための業務・…・… 給与 計算のためのテス ト用 プログラムによ る演算。

○ 建 築 計 算 等 …・…・職員共済組合関係の保険数理計算,郵 便 局舎建 築関係の諸計算等』

⑤ 通 産 省

○ 各種計算 プログラム集の作成 ・……・回帰分杭 相関分杭 分散分杭 時系列分杭 モデル分析
,

各種予測 各種作表等。

O職 員 の 教 育

○ デモ ンス トレーシ ョン
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⑥ 日本情 報処理開発センター

○ 作業管理情報システム

○ プログ ラム ・ディバ ッグまたは部分テス ト

○ 教 育 用
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1.4MACシ ス テ ム 利 用 上 の 問 題 点

(1)タ ー ミナル

端末装置は使用者の直接の操作部分 であ るのでかな り問題があ る。

一 般にTSS用 の端末装置 としては操作が簡単であ ること
,人 間工 学的に操作上の誤 りが少な く

な る様に設計されてい ること,ま た誤 りをお こした時に容易に修正 ができるこ とな どが要求 され る

わけであ るが,こ のMACシ ステム使用者か らは,端 末装置類の騒音が大 きす ぎる,入 出力装置が

遅す ぎる,表 示装置の位置の悪さ等が指 摘されてい る。

〔2)レ ス ポンスタイム

システムの応答 時間は端末装置の操作のし易 さと相 まってTSS使 用 者に大 きな心理的影響 を与

え る問題である。

一般に端末の前 で人間が システムの応答をお となし く待
ってい られ るのは普 通5秒 以内であると

い う。 しか しこの問題はハー ドウエアの基本速度 ・記憶容量の大 きさ,補 助記憶装置のアクセスタ

イム,ペ ージング,ダ イナ ミックデロケーションの機能,メ モ リ保 護 機 能,フ ァイル構成等ハー

ド,ソ フ トにわた るさまざまな機能の複合結果 として表われ る現象で,い わゆ るOSの オ ーバヘ ッ

ドに大 きな関係があ る。

MACシ ス テム使用者か らも端末装置の入出力の遅 さと共にレスポンスタ イムの遅 さが指摘 され

てい る。

(3)フ ァイルシステム

ファイルシステ ムはその容量 とか アクセス方法の制限により端末の個数 とかアプリケーションの

内容 に影響 を与 えるものであ る。

一般に ファイル システム として各使用者間の機密保護および互 いに干渉 して他の ファイルを乱 さ

ないこと,ま た逆 に各使用者間でファイルの共同利用,故 意または偶発的事故に対す る保護 デー

タの性質 によって記憶レベル を決定す るメモ リハィラーキの問題等が要求 されるわけであるが,こ

のMACシ ス テム使用者 か らもファイル容量が小 さい,フ ァイルの更新が 自動化 されていない,ダ

イ レク トアクセス機能がない等が指摘されてい る。

(4)言 語

言語の問題としてコマン ドと言語プロセッサにわかれ る。

まず コマン ドにっいていえば,一 般的に 自然語に近い表現 で,わ か り易 く,種 類 もあまり多 くな

い方が望ましいのであるが,初 心渚 にはなるべ くやさしく,経 験者にはかな り複雑な事 も出来 る様

に機能 としてはかな り複雑な もの も持 ってい ることが望まれる。普通の仕事 をや るには,そ の中の

あ る限 られた機能のみを使 えばよく,省 略時の機能 を生かして,コ マン ドも特に指定 しなければ標

準動作を行い,コ マン ドその もの,あ るい はコマン ドのパ ラメー タには,い ろいろ指定が出来 るよ
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うにしてお く事等が要求 され る。

次に言語 プロセ ッサ として は現在実用化 されてい るTSSの ほ とん どが既成 の言語 を会話形にし

た もので あるが基本的には,今 までの言語はすべてバッチ用 に開発されたもので,そ れを無理 して

会話形にして も,当 然その欠点は出てくるので,や は りオンライン用に開発 されたBASIC,

JOSSな どの様な会話形専用言語の開発が大 きな問題であ る。

MACシ ス テム使用者か らはまずコマン ドの問題 として,コ マン ドのパラメータの指定位置,指

定方法に任意性を もたせ る,い くっかの コマン ドを組 合せた複合形の コマン ド,あ るステー トメ ン

トの1部 分のみを変更修正で きるコマン ド等が望 まれてい る。 また言語 プ ロセ ッサの問題 として,

COBOLは 会話形言語 として適当でない,会 話形専用言語 の開発の必要性が指 摘されている。

㈲ システムの信頼性

一般にTSSに お けるハー ド
,ソ フ トを含 めた信頼性 は大変 問題にな るところであ る。

基本的にはハー ドが先 づ安定でなけれ ばな らないが,も し異常が起 ったな らばソフ トが どの程度,

それをカバーし,被 害 を如何に最少限にくい止め るか とい う事であ る。例えば,あ る端末に関連 し

た部分でおこった異常事態な ら,最 低 その端末だけのダウンです ませたいわ けである。人間は何 を

す るかわか らないか ら,ど こかの端末 で使用者が どんな誤動作をやって もシステムが こわれた りし"

て はな らない。また仕事 の途中で中断し,後 でその続 きをや りたい とい う事があ るので,プ ログラ

ムやデータを一時 システムに保管しておいて もらいたい。 それが安全か どうか,何 かの理由で乙わ

された りしないだろ うか,ま たは無断で他人が利用 しないだろ うか とい うよ うな心配は一切 かけて

はな らない。 これ らを含 めたシステムの安定性,信 頼性が要求され るわ けであ るが,MACシ ス テ

ム使用者か らはセ ン トラルコンピュー タの障害が多 く,よ く端末操作が中断された,デ ー タを入れ

コンピュータの処理が終了前 に次のデータを入れ ると端末装置が止まって しまった,障 害や異常動

作に対す る表示が理解しに くい等が指摘されてい る。
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1.5 今 後 の 解 決 策

わずか半年の使用経験では如何に も短いが,そ の間に得 られた問題点は前述 の通 りであ る。特に各

使用者 に共通 した問題点 として端末機器の騒音,入 出力の低速,セ ン トラル コンピュー タの障害に対

す る印象が強かったよ うなので,そ の点 に対す る使用者か らの建設的な意見 も含めて,MACシ ス テ

ムの望ましい姿にっいて述べてみたい と思 う。

一般 に端末装置としては
,現 在 タイプライタが最 も多 く使われてい るが,騒 音がな く使い易い とい

う点 ではディスプレイ装置がす ぐれている。 しか しハー ドコピーが とれないこと,ま たディスプレイ

の中で も図形が扱 えるグラフィック ・ディスプレイはまだ価格が計算機なみであること,計 算機が不

得手 とす る図形 を扱 うために計算機に対す る負荷が大 きくな り,タ イプライタのよ うに数多 くの端末

をつけ られない等の問題が ある。 また新 しい端末 としてはタッチ トーン電話器があ る。 これは現在電

電公社のデータ通信用 として利用 されてい るが,10個 の押ボタンの組合せで英数字 を表現 し,計 算

機か らの応答を音声で得 るものであ る。また,リ モー ト・バ ッチ的な使い方 としては紙テープやカー

ド読取機 ラインプリンタな どを端末 として接続で きる方式 もあるが磁気 テー プも扱 えると便利だ と

い う意見 もある。 端末 としての磁気テープは周辺装置のそれと同じよ うな性能 を もってい る必要はな

く,カ セッ トテープのよ うにポケ ッ トに入 る程度の リールが扱えればよい。 そして使用頻度の比較的

少 ないデー タや プログラムはこのテープに保存 してお けば計算機の補助記憶装置 をよ り有効に使 うこ

とがで きる。

レスポンスタイムについていえばTSSの 使用者は端末 だけがたよ りなので
,中 央の計算機で何か

が起 ってい るのではないか とイライラさせ るのは最 もいけないことなのだが
,わ けて も応答時間が遅

い時は気にか ～るもので,そ うい う時に,今 何を処理 しっ ～あるか とい うことがあ る程度伝え られる

と人間は安心す る。 例えば,そ の使用者の仕事が実行 されてい る時には端末 にランプがっ くとか,何

か音 を出 してい るとか,デ ィス プレイに今処理 しっ 〉あるステー トメン トの番号 を表示す ること等が

考 え られ る。

次に言語 にっい ては問題点の ところで述べたよ うに簡単で,わ か り易い,任 意性のあ るコマン ドが

必要なのはい うまで もないが,会 話形の ものは,プ ログラムの作成,変 更 実行 が随時 任意に切 り

換 えられねばな らない とい うことか ら,一 番影響があ るのは,プ ログラムの一部変更の処理 であ る。

例 えばFORTRANで,宣 言 ステー トメ ン トを後か ら変更した り,挿 入 した り,削 除されたりす る

と,オ ブジェク トプログラムを作 っていれば,リ コンパイルす るほかはない。 ソースに近い形でとっ

ておけば大 した手間はか 、らない。 しか し,そ れだ と実行時間がか 、って仕方がない。 このような こ

とか らプログラムの一部を変更,修 正 できるコマン ドの必要性 とか,会 話形専用 言語 の開発の必要性

が望まれ る。

次は信頼性であるが先づハー ド,ソ フト共 に安定した ものにす ることが原則であ る。今 までに多重
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通信制御部のダウンとかバ ックグラン ド・ジョブでの ミスが フォー グラン ドの方に影響を与 えた等の

障害があ ったようだが,こ れ らの解決 も含 めて障害,異 常動作等が容易に利用者 にわか るようにその

表示 警報機能が整備 され,か っ正常動作への復帰のための操作が簡単であることが重要であ る。

以上簡単にまとめてみたわけであ るが,今 後MACシ ス テムが,

1.シ ステムの応答が早いこと。

2.ハ ー ドウエア,ソ フ トウエアを含 めてシステムが安定 してい ること。

3.初 心者で も容易に使え,ま た経験者に も満足がゆ くシステムであ ること。

4.人 間工学的に使い心地のよい システムであること。

5.経 済 的に安価なこと。

これ らTSSの 原則 を満たし,使 用者に満足 される ものになることを望む次第であ る。
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2.各 団体の使用状況





これは,NEAC・ タイム・シェア リング・システム の端末機 を当セ ンターお よび外部団体(日 本 自動

車連 盟 日本電信電話公社,機 械振興協会 郵政省,通 産省)に 設置 し,昭 和44年10月 よ り約半

年間にわた り使用実験 を行なったが,そ の実験報告書であ る。

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

(社)日 本自動車連盟における利用状況

日本電信電話公社における利用状況

(財)機 械振興協会経済研究所における利用状況

郵政省における利用状況

通産省における利用状況

当センターにおける利用状況
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2.1 日本 自動 車連盟 にお ける利 用状況

当連盟では昨年財団法人 日本情報処理開発センターの依頼によりTSS端 末装置を設置し,EDP

S化 対象業務 一 会員業務 一 の一部をMACシ ステムに組入れるべ くシステム開発を試みた次第で

ある。現在MACシ ステム自体の各種制約条件のもとで,当 連盟機械化対象業務のみにこだわってい

たのでは,一 時的にせよ端末装置設置の利点が稀薄になる恐れがあるため,各 種事務計算,EDP要

員の教育訓練並びに一般職員のEDP啓 蒙等にも利用している。そのためにも端末装置の設置場所も

EDPS化 対象業務である会員業務の窓口ではなく,一 般職員も使用できる場所に設置するように配

慮した。

短期間であるが当連盟でTSS端 末装置を利用した状況を報告 して今後の遠隔情報処理システムの

開発に資することができるならば幸いである。

2.1.1TSSの 利 用 の 目 的

当連盟におけるTSSの 利用 の目的の第1は 当連盟加入会員の照会業務 をON-LINE化 す る実験

にあ る。 当連盟では加入会員に対 して路上サー ビス,旅 行案 内サー ビス,海 外 自動車旅行サー ビスお

よび各種相談サー ビス等を実施 してい る。現在会員数 も約20万 人 近 くにな り,会 員の入会,移 動,

継 続および退会の手続 刊行物の配布等の会員業務の事務量 も増大 してい るため,会 員業務を中心 と

してEDPS化 を実施中 であ る。 各会員に対 して会員証および会員手帳 を発行 してい るが,会 員番号,

有 効期限お よび会費納入状況にっいての問合わせ 一 会員照会業務 一 が多 く,人 手で会員台帳を調

べ る作業が事務能率の隣路 となってい る。会員に対す るサー ビスの向上を考慮 してこの問題を解決す

るため,ON-LINEシ ス テムを考 え,そ の一部分 にTSSを 利用 し実験 してみた。

第2に 当連盟のEDP要 員 の教育訓練および一般職員に対す るEDPSの 啓 蒙である。EDPS化

実 施中の現在 においては早急にEDP要 員 を確保しなければな らず,ま た会員業務以外 の業務へ影 響

する事務 も増す と考 えられるため,一 般職員のEDPSに 対 す る知識の浸透を計 りたい。

第3に 会員業務以外の業務 に補助 的に利用する方法が考 え られ る。一般にTSSの 効果 として,(D

大 型 電子計算機を必要 なときにいっで も使 うことができる。(ii)どの よ うな種類の業務 で も処理で きる。

(iii)会話 形式で利用で きるな どが挙げ られるが,こ こでは㈲ に沿 った使い方に重点 をおいたのであ る。

2.1.2会 員 検 索 シ ス テ ム

TSSの 利用 の目的に掲げた会員紹介業務のON-LINE化 実験 のために会員検索 システムを考え

た。 ここにその概要を紹介す る。

(1)シ ス テムの概要

会員紹介業務は現在約20万 人 の会員台帳の中か ら問合わせのあった特定 の1人 の会員 を検索す

一16一



る作業で,単 純であ るが膨大な作業量であ る。 このシステムの主な機能は会員台帳の代 りの会員検

索用の ファイルの中か ら会員番号 を参照 しなが ら会員名を探 し出す ことと,そ の反対に会員名か ら

会員番号 を拾 い出す ことの2っ である。

システム機器構成は図2-1-1に あ るよ うに,中 央処理装置,磁 気ディス ク装置,カ ー ド読取

装置,端 末 タイプライタ装置等を必要 とす る。

このシステムは大別して2っ の部分か ら成 る。 その一つは会員検索用の ファイルを作成す る部分

であ り,他 の一つは会員名,会 員番号を検索す る部分 である。会員検索用のフ ァイル を作成す る部

分はさ らに3っ の段階に分け られ る。 第1段 階では会員番号順または会員名のABC順 に並べたカ

ー ドを揃える。会員番号,会 員名をパ ンチしたカー ドをソー トしてもよい し,会 員番号,会 員名 を

含 む磁気テー プか らカー ド穿孔機でカー ドを出力 して もよい。第2段 階では検索用 フ ァイル を作成

す る時間を短縮す るために,MACシ ス テムのCINPUTコ マ ン ドを使ってカー ド・イメー ジのデ

ー タ ・ファイルを作成する。第3段 階では5個 のデータ ・ファイル を1個 の検 索用 ファイルにま と

める。 このこ とによって検索用 フ ァイルの使用効率 を高 めることがで きる。 これ らの作業 の流れは

図2-1-2の フロー ・チャー トに示 した。

中央処理装 置

N500524KC

周辺 制御切換部

N216A-1

カー ド読取 装置

N223

800齢

オンライン

W36ア ダプ タ

R76

中央処理装置

N20065KC

多重通信制御部

N284A-3

端末 タイプライタ装置
N289A-1

520鋤

図2-1-1機 器構成図(必 要 な部分のみ)

② フ ァ イ ル の 構 成

こ の シ ス テ ム で 使 用 す る フ ァイ ル は す べ て 磁 気 デ ィ ス ク装 置 に 納 め られ て い る。 種 類 は カー ド ・

イ メ ー ジ の デ ー タ ・ フ ァ イ ル と検 索 用 フ ァ イ ル の2種 で,前 者 が5個,後 者 が6個 あ る。

フ ァイ ル の レ コ ー ド ・ フ ォ ー ム

デ ー タ ・フ ァイ ル に は1種,検 索 用 フ ァ イ ル に は ヘ ッダ ・レ コー ド と デ ー タ ・ レ コ ー ド との2種

の レ コ ー ドが あ り,そ れ ぞ れ の レ コー ド ・フ ォ ー ム は 図2-1-3の 通 りで あ る。
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フ ァイル 作成

プログ ラム

CINPUT

コ マ ン ド

操作手順

① データは帳票か らパンチす るか,あ るい

は磁気テープか らカr－ド穿孔装置に出力す

るか してカー ドを作成 す る。

② 会員番号の順あるいはABC順 に 並べ替

える。

③ セ ンターのカー ド読取装置 にデータ ・カ

ー ドをセッ トしてCINPUTコ マ ン ドによ

り,カ ー ドイメー ジのデータ ・ファイルを

作成す る。

④ 検索用 ファイルを作成す る。検索用ファ

イル1つ に対 して1っ の ファイル作成 プロ

グラムがあ る。

⑤ 会員番号を入力す ると会員名を出力し会

員名 を入力 すると会員番号 を出力す る。

会員番号/会員名

会員名/会員番号

図2-1-2フ ロー ・チ ャ ー ト と操 作 手 順
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デ ー タ ・フ ァ イル の レ コ ー ド

、

検 索用 フ ァ イル の ヘ ッ ダ ・レ コ ー ド

最後 の データ

(25桁)

最 初の データ

(25桁)

検 索 用 フ ァ イ ル の デ ー タ ・レ コ ー ド

第1フ 。 一 ル ド 第2フ ・ 一 ル ド 第3フ ・-Jレ ド 第4フ ・ 一 ル ド 第5ブ イ ー ル ド

の デ ー タ の デ ー タ の デ ー タ の デ ー タ の デ ー タ

図2-1-3フ ァ イ ル の レ コ ー ド ・フ ォー ム

検索用 フ ァイル

検索用 ファイルは1人 の会員に対 して会員番号 と会員名の25桁 の情報を集積 した ものに過ぎな

いが,MACシ ステムのユーザズ ・ファイルの制限すなわち,(i)容 量制限,(ii)1つ の プログラムで

扱 えるフ ァイルの個数制限,㈹ アクセスの方法(シ ーケ ンシャル ・ファイル)か ら,で きるだけ多

くの会員 の情報を簡単な操作で格納 できるよ うに工夫されてい る。検索用 ファイルを作成す るとき,

端末のカー ド読取装置では読取速度 が低いた め,6万 人 の会員を処理す るのに時間がかか り過 ぎる

ので,CINPUTコ マ ン ドを利用 してセ ンターのカー ド読取装置か ら入力す る。 またMACシ ス テ

ムで利用 できるファイルの1レ コー ド当 りの記録文字数 は133キ ャ ラクタで,カ ー ド・イメー ジ

で記録す ると無駄な部分が多 くな るので,一 度カー ド・イメージのデータ ・ファイルを作成 し,こ

のデータ ・フ ァイルを介 して検索用 ファイルを作成 してい る。

MACシ ステム下のFORTRANプ ログラムではフ ァイル として7個 までしか使用できない。 ま ・

た1フ ァイル当りの容量は約4425レ コー ドであ り,1レ コー ドに5人 分 のデータを記録する と

して約6万 人の記録が限度 であ る。
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コー ド設計

会員番号は従来5桁 の識別番号であったが会員業務 のEDP化 に伴ない,旧 会員番号5桁 に1桁

の本部 コー ド,2桁 の期限月コー ドおよび1桁 のチ ェック ・デジッ トを加 えて10桁 の新しい会員

番号 を作成 した。

本部 コー ドは現在関東本部だけで,そ の コー ドは1で あ る。期限月 コー ドはその会員が何月に期

限が切れ るかを示す ものである。

チェ ック ・デジッ トの計算の仕方は次の例の通 りであ る。

(例)12月 に 関東本部に入会 し,会 員識別番号123456と 付 けられた人の会員番号は,っ

ぎの ようになる。 ただし関東本部 コー ドは1と す る。

会 員 識 別 番 号 123456
111

1桁 置きに2倍 して有効

桁の数字を各々加える

lll

l41813

111111
111111

各々の数を下してすべて

加える

↓}}}}{
1十4十3十8十5十3=24

加えた数の下の桁を切上

げた数から,加 えた数自
身を引く

チ ェ ッ ク

30-24-6・ ・一→ デ ジ

ッ ト

(3)プ ログラム

プログラムは検索用 ファイルを作成す るプログラム と検索 プログラム とか ら成 り,と もに言語 は

FORTRAN(NEAC-MOD皿FORTRANCompilerK)で 書 かれてい る。

ファイル作成 プログラムは5個 のデータ ・ファイルを入力 して1個 の検索用 ファイルを作成す る。

コ ン パ イ ラの制約 で6個 の検索用 ファイルを作成す るために6個 のファイル作成 プログラムを用

意 してい る。

検索 プログラムでは シーケ ンシャル ・フ ァイルの欠点 を補 うために,イ ンデ ックスを設 け,検 索

用 ファイルのOPENと 同時にヘ ッダ・レコー ドを読んでインデックスを作成する。端末 タイプラ

イタか ら入力 された会員名または会員番号の入 ってい るファイルをインデ ックスで探す。探し出 し

たファイルをシーケンシャルに検索し,検 索の終了後CLOSEし 再度OPENし てっ ぎの検索のた

めに準備す る。

(4)問 題点 と今後の課題

実験的 に考案 した検索システムでは,MACシiテ ムに制限 され実用的ではない。 問題点の第1

は全会員約20万 人の フz,イ ル を作成で きない点であ る。 これは致命的な事情で会員のサー ビスを

考 えるな らば,ど の会員に対す る問合わせ に も応 えなければな らない。そのた めには16,000KC

の情 報を記録できるファイルが必要 とな る。MACシ ス テムの設計 目的か らはずれてい る利用方法
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なのでこれだけ大容量のファイルを備え られない。

第2にSORTを 組 込んでいないことである。実験 的に会員番号 と会員名の相互の参照だけであ

るが,実 際的には現住所,有 効期限 もファイル してそれ らによる検索 もしたい。最低80CH/レ

コー ド必要で,SORTも4種 位必要である。

第3と してファイルの更新を 自動化 していない点が挙げ られる。 これはSORTを 組 込めないた

めであ る。

第4に カナ文字 を使用することができない。 会員名,現 住所はカナ文字に したい。 ロー マ字 を使

うと記録文字数が長 くな る。

大容量 ファイルの 問題 は磁気テープを使用すれば,あ る程度解消され る。 しかし現在MACシ ス

テムではMOD皿 の磁気テープとの互換性がない。

2.1.3TSSの 利 用 状 況

約3ヵ 月間の利用者 は会員業務 を担 当している3～4人 と他に2～3人 であ る。いずれ も担当の業

務に必要が生 じた簡単 な計算問題を自分で プログラムしソロバ ン代わ りに用いた程度である。職員の

中にはEDP要 員 としてメーカの主催 したCOBOI,SS習 を受 けた者が3名 い るが,TSSのCOBOL

は使用 していない。

作成 したプログ ラムを項 目だけ挙げ る。

①1～20,000の 素数 を求 める問題

②218,000～220,000の 会 員番号を順にプ リン トす る。

③ 区分求積法によるf(x)の 積 分

④ 連立方程式 を消去法,掃 出し法による解法

⑤ フィボナッチ数の計算

⑥ 乱数発生

⑦ 金利計算

⑧ Σk,Σk2,Σk3,Σk/2,Σk/3を 求 める。

⑨ 最小2乗 法によ る新入会員数予測

⑩ 在籍会員数の予測

2.1.4TSS利 用 の 問 題 点

端末機設置以後3ヵ 月間に気のつい た問題を挙げ るとっ ぎのよ うになる。

(1)TSSに 対 す る問題点

問題点の第1と して一般業務に対す る必要性が少 ない ことが挙げ られる。 当連盟の業務には事務

的な仕事が多 く,科 学計算的な ものが少 ない。事務 的な計算の仕事は入出力のデータ量が多 く,端

末機で扱 うには不適当である。

第2に 簡単な計算ではCOST高 にな る。実験期間中では経済性 にっいて考慮せ ずに使用 してい
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たが,試 行錯誤的な プログラム作成作業は相当な時間 を要す る。

第3に ファイル容量が小 さい点で,会 員検索 システムのところで述べた通 りであ る。

第4に 主記佳容㍑が小 さい。 ロー ドできる最大のプログラムは24バ ンクで,1バ ンク当 り

4096CHで あ るか ら約98KCで あ るが,実 際には最大限16パ ン クであ り,FORTIUNで

8KW位 しか使用できない。最低16KWは 必要であ る。

② 施設に対す る問題点

先ず第1に 端末機装tfi類 の騒音を挙げる。 静かな事務所の申に置 くのは不適であ る。 また端末 タ

イプライタ装置のキー をたた く音は不快な機械音で操作す る人に相当な疲労を与 えてい る。

第2に 入出力装置が低速 で,多 量のデー タを入出力す るのに相当な時間がかかる。 とくに当連 盟

では端末 カー ド読取装置の設備がな く,セ ンターの カー ド読取装置か ら端末タイプライタよ りの

CINPUTコ マン ドで入力した。

第3に ボタン類の表示 と位置が悪 く,操 作に戸惑 うこ とが多かった。

以上3点 を挙げたが,一 一般的にい ってHAIRI)WAREに,も う少 し工夫が必要だ と思われる。

(3)利 用 方法 について

約3ヵ 月の間 に障害事故がかな りあった。 とくに端末機装置の安定性がな く利用 できない事が多

かった。 またセンター側 の障害事故(多 くはMCCUの 障 害)に よって長時間使用 できない事 もあ

った。セ ンター側での障害 のときに連絡の遅れがあ って,事 故を知 らずに戸惑 うこともあ り,管 理

体制 をさらに規則化す る必要がある。

TSSを 実用 的に利用 するためには,汎 用の アプ リケー ション ・プログラムを作成 して,い っで

も簡単に使用できるような体制 が必要 であ る。 プログラム作成 に時間がかか るよ うではTSSの 実

効はない と思 う。

(4)今 後 利用す るために要望す るこ と

わずか3ヵ 月間であるが,前 節 に述べたよ うにい くっかのTSSに 対 す る問題点 に気づ き,今 後

有効 に利用す るために改良 して欲 しい事項 と有効な利用の方法にっいて意見をま とめてみた。大別

して(DTSSに 対 するもの(ii)施 設 に関す るもの(iii)利用 方法にっいての3つ にな る。

(i)TSSに 対 す るもの

TSSの 本 来的相 模は燗 と酬 との意思交換(ManMachineCo㎜unication

また はMachineAidedCognition)す ることにあると思 う。 この目標 を達成す るた

めにはっ ぎの3っ の要請 に応 えなければな らない。すなわち(i)対話 形式 の処理方式を備 え,㈲ イ

ンフォメーシ ョン・ユーティリテ ィを備 え,㈹ マルチプル ・アクセス ・コン ピュー タとしての機

能 を持 つことであ る。

対 話形式の処理方式の一つ として,人 間 と機械 とが 「会話」 しなが らプログラムを作成してい

く方法があ るが,従 来バ ッヂ処理方式で用いていたプログラム言語すなわちFORTRANと か

COBOLな どを少 し修正 した程度では 「会話」で きるとは言えず,ま た処理 プログラムも複雑に

なる。 したがって早急に会話式専用言語が開発されなければな らない。
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インフォメーション ・ユーティ リテ ィとは大型電子計算機 を利用 したいときにいつで も利用で

きるような形式 のことであ るが,そ の機能が実効 を上げるためには仮想 記憶 システムが完全でな

ければな らない。NEAC-TSSのFORTRANプ ログ ラムでは もっと多 くの種類 と容量 を

もっファイルが必要にな る。 また アプ リケー ション ・ライブ ラリも完備されて,簡 単 に情報処理

で きるよ うに しなければな らない。

(ii)施 設 に関す るもの

TSSが 最 も効果を発揮す るのは多種多様の端末機器装置 の結合 できる点 にあるだろ う。TS

S本 来 の用い方 ではないか もしれないが リモー ト・バ ッチ的な利用のためには,カ ー ド読取 装置,

ラ インプリンタ装置,磁 気テー プ装置を欠 くことはで きない。欲をい えば,低 価格 軽量,携 帯

可能 でかっ入出力の高速 なTSS専 用 の記憶媒体が開発 され ることを望みたい。

現在の端末機器 であ るター ミナル ・タイプライタ装置 はデータ ・ステーションと共 に騒音 を発

し,事 務所の中に設置す ると他の仕事の妨げにな る。機械的な騒音のない機器の開発 と置換 を望

みたい。

制 利用方法 にっいて

TSSの 実 現によって電子計算機の利用価値はさ らに高ま り,応 用分野は拡大 されることは確

か らしい。 しか し電子 計算機はまだまだ高価な ものであ り,経 済性は無視し得ない。 その意味で

利用方法にっいてさ らに深 く検討 されるべ きであ る。

日常業務の中でTSSを 利用す るためには,各 種のアプリケーシ ョン ・ライブラ リが備 えられ

なけれ ばな らない。会話形式 でプログラム ・デバ ッグを簡単 にで きた として も,プ ログラム作成

の作業はかな りの時間 と人手 を要す る作業であ るか ら,良 く使われ ると思われ るプログラムまた

はサブルーチ ンはいつで も使える形にしておかなければな らない。

'
(日 本1動:連竪 竪蔀)・f
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2.2日 本電信電話公社における利用状況

昭和44年 度 の(財)日 本情報処理開発セ ンターの事業計画の1っ に遠隔情報処理 システムの開発

が取 りあげ られ,現 在それが実施 に移 されている。 この計画の目的 とす るところは次の2点 であ る。

すなわち,

一 マルチプログラ ミング
,マ ルチ アクセス等の新 しい方式によ る遠隔情 報処理 システムの開発,

お よびこれに伴 うソフ トウエアを開発す る。

一 タイムシェア リングおよび リモー トバ
ッチ方式 による各種 アプ リケー ション ・システムの開発

およびこれに伴 うソフ トウエアを研究す る。

これ らの目的を達成 するため,電 電公社 も郵政省を介 して参画す ることとな り,以 下の5項 にっい

て技術 協力および協同研究の協定を取 りかわし,通 信回線の提供 を行 なってい る。

1.

2.

3.

4.

5.

利用 す る設備 としては,

2200モ デル500お よ び200),通 信 制御装置およびこれに付 属す る設備,電 電公社,郵 政省,

通 産省,(社)日 本 自動車連盟(財)機 械振興協会,(財)日 本情 報処理開発センターに設置され

てい る各種端末装置があるが,こ れ らはデータ通信回線によ りオンラインで結 ばれ,い わゆ るタイム・

、 シェア リング ・システムを形成 してい る。

電電公社には端末装置 として変復調装置,デ ータステーション制御部,タ イプライタが設置 され,

昭和44年12月 よ り稼動 に入 り,主 として技術局内で利用されて きた。

以下は昭和45年2月 までの約3ヵ 月間にっいて,こ のMACシ ス テムの電電公社におけ る利用状

況,利 用者の習性,利 用上の問題点,障 害,コ マン ド・システム,処 理業務 の内容,利 用者の感想 ・

意見にっいて調査 した結果 をと りまとめた ものである。 とくにMACシ ス テムの利用上の問題点に重

点 をお いて記述 してい る。

使用実績がわずか3ヵ 月 とい う短かい期 間であったため,得 られたデー タには多少の信頼に値 しな

い もの も含まれてい ると思われ るが,い わゆる初心渚 としての感想程度に解釈 していただいて
,多 少

とも今後の参考になれば幸いである。

TSSに お ける応答時間の許容範囲等にっい.ての研究

ファイル管理 システムの実用上の問題点の研究

コマン ドシステムについての研究

端末装置にっいての研究

回線お よび計算機等の利用効率についての研究

日本情報処理開発センター内に設置 されている中央処理装置(NEAC
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2.2.1電 電 公 社 に お け るMAC利 用 者 の 特 徴

現在までの利用者はすべて電気通信 に関す る研 究実用化業務 に従事 してい る技術者で,年 令層 とし

ては比較的若い世代である。 したが ってコンピュータに対す る興味や知識欲は極 めて旺盛であり,M

ACシ ステムに も積極的に取 り組 んでい く姿勢が強い。調査の対象 となった利用者は電子 計算機に関

しては一応の経験者で,プ ログラ ミング技術 に習熟 してお り,端 末装置の操作 に もほとん ど抵抗 を抱

かない状態であ る。'

従 来電子 計算機 により処 理された ジョブは,ほ とん どの場合FORTRAN言 語}こよ りプログラム

され,ま れICCOBOL言 語 が使用 されていた。 したが って今 回のMACシ ス テムに対 して もすべ て

FORTRAN言 語 を用いてお り,会 話形式 によるオン ライン処理 であ ること以外にはジョブの遂行

は今 までと変わ るところがない ようであった。

電気通信 に関する研究実用化業務 は電子計算機による処理業務の対象 としてみた場合,

ア.科 学技術的な理論の考察

イ.物 理 的諸現象の解析 ・シ ミュレー ション

ウ.電 気通信 システムのモデル設定 とシミュレー ション

エ.各 種実験 ・試験 のデータの分析 ・整理

オ.経 済比較 予測

な ど科学技術計算の範ちゅうに入 るものが ほ とん どであ る。 またオペレー シ ョンズ ・リサーチの各種

手法が しばしば駆使 さち 電子計算機 を利用 して処理 しやすい ものが多 い。 とくに理論計算,シ ミュ

レー ション,経 済比較などは1つ の結果を見 てパ ラメー タを変 えてい くとい う逐次処理 的色彩が強 く,

い わゆ るパ ッチ処理よ りも会話形式 のMACシ ス テムが歓迎 される1っ の条件 ともなってい る。ただ

し長大なプログラムを要す るよ うな ジョブにな ると,も はや会話モー ドでの入力 は困難 とな り,よ り

高速な入力装置による リモー トバ ッチ処理 を望 むよ うになる。 しかしこの場合で もプログラムの作成

時点において,そ の一部分 にっいて会話モー ドによるデバ ッグやテス トランを行な うとい ういわゆ る

オンライン ・プ旦グラミング・デバ ッギ ンダ とい う利用形態を とってMACシ ス テムを有効に利用し

てい るよ うである。

本MACシ ステムはコマン ドによ りセ ンターの中央処理装置 と対 話す るこ とにより,オ ンラインで

ジョブを処理す ることを最大の特徴 としてい るが,現 在 までの利用者が使用 してい るコマン ドは用 意

されてい る2・8種 類 のコマン ドの うち16種 類 程度であ り,し か もこれ らの コマン ドについてその使

用方法を完全に覚 えてい る者はほとん どいないのが実情 であ る。 したが って端末装置に向って円滑に

自分 の思い通 りの ジョブ遂行が行なわれてい るとは言いがたいが,2～3回 の経験 で相 当の レベルま

で使用能率が向上す るようであ る。
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2.2.2MACシ ス テ ム の 利 用 状 況

本MACシ ステムの端末力1稼動 に入った昭和44年12月 か ら昭和45年2月 までの3ヵ 月間につ

いて,MACの 利用状 況を調査 した ところ以下 のような結果が得 られた。

利用者数

この期間中,MACシ ステムを利用 して一定のジョブを遂行 した者は10名 で あ り,期 間の割には

少なかった。 これ らの利用者は全員MACシ ス テムにっいての講習会 を受講 した者であった。

処理件数.

期 間中に処理 された業務件数 は11件 であ ったが,利 用者が操作 に慣れて くるに従って処理 も円滑

にな り処理件数 も順調に伸びてい る。

処理 時間

1件 当 りの処理に要 した使用回数 は平均4回 であ り,時 間にして2～3時 間であ った。

実際には初期において,セ ンター装置の障害,端 末装置の誤操作,プ ログ ラム ミス等によ り大幅な

中断を余儀 な くされ,相 当の時間 を要 した と訴えた者が多かったが,3ヵ 月後の現在では利用者 も特

定の人に限 られて きてい るため,た いていの ジョブはほとん ど1時 間以内に処理で きるようになって

い る。

処理 プログラム

現在までに処理 されたジョブのプログラムは20～80ス テ ップの比較的小さい ものが多 く,平 均

25ス テ ップ程度であ る。 これ らの中には長いプログラムの作成段階にお ける各セ クシ ョンの プログ

ラム作成 やテス トラン,あ るい は逐次計算的に1っ の結 果をみてプログラムを修正 ・変更す るとい う

性質の ものが3件 あ った。

コマン ド使用状況

処理プ ログラムがすべてFORTRAN言 語 によ りプ ログ ラムされていたため,コ マン ドの使用 に

関 しては一定のパターンがみ られた。 その典型的な もの としては次のよ うな使用パ ター ンであ る。

HELI、O-INPUT-(EDIT)-FORTRAN-(EDITま た はINPUT-UPDATIi】)

一(FORTRAN)-LINK-(MODECHANGE)-START-(PURGE)-BYE

処 理業務 の概要

本MACシ ス テムによ り処理 された業務の内容を調査 した ところ,

理 論計算な ど4件

各種 試験 ・実験結果のデー タ分析4件

経済比較な ど3件

計

であった。

以下これ らの内容にっいて述べ る。

○ 理 論計算

11件
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'

通信回線網における トラピック計算,伝 送路の伝送特性計算など厳密な理論式か ら実用的な近似
をヒ

式の作成,数 値表の作成 を行なってお り,逐 次パ ラメー タを変化 させて最適解を得 るものであ る。

これ らはプログラム も相当長 く,部 分的なデバ ッギング,テ ス トランによ り,い く度 か修正を行な

って最終的な プログラムを得てい る。 その後このMACシ ステムで処理せず他のオフラインの計算

機によりバ ッチ処理を行なったものが2件 あった。

○ 各種試験 ・実験結果のデー タ分析

ほ とん どが膨大なデー タを有す るもので,処 理の方法 としてはバッチ処理が望ましい と思われた。

デー タの処理内容 としては,平 均値,標 準偏差,最 大 ・最小,最 小二乗法,実 験計画法,検 定な ど

統計的手法が ほとん どであった。処理の手順 としてはプログラムのデバ ッギ ング,2,3の データ

についてのテス トランのみを行ない,そ れ以後 は他の計算機 によりバ ッチ処 理を行なってい る。

○ 経済比較

通信設備 に対す る最適な投資,使 用期 間 使用設備の決定に関す る経済 的検討 を行なった もので,

い ずれ もい くっかのパ ラメータを変化 させて最適解を得 る ものであったbプ ログラム 自体は非常に

簡単 な もので,20～30ス テ ップ程度 であった。

以上MACに よ る処理業務の内容 を概説 したが,参 考までに従来電子計算機によ り処理 された業務

とその処理方法 をMACシ ス テムによ り処理す ると考 えた場合の処理形式,利 用 されると思われ るラ

イブラリ例を表2-2-1に 示 した。

表2-2-1従 来 業 務 の 処 理

業 務 内 容
従 来 の
処 理 方法

発 生
頻 度

MACで の
処 理 形 式

ラ イ ブ ラ リ

数 学 的 理論計算
オ フライン
バ ッチ処理 大 会話モー ド

線型計算,代 数方程式解法,微 ・

積分,函 数計算,微 分方程式

ト ラ ピ ッ ク 計 算 〃 大 ノノ 各種待合せ時間,乱 数発生

伝 送 特 性計算 〃 大 〃

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 〃 中 ノノ 乱数発生(モ ンテカル ロ法)

過 渡 現 象解析 〃 中 〃

雑 音 分 析 〃 大 〃

統計デー タの処理 〃 大 会 話 モ ー ド

十 リモ ー トバ ッ チ

平均,分 散,相 関係数
実験計画法

機器 ・回路の設計 〃 中 会話モー ド プ ロ グ ラ ム を フ ァ イ ル し て お く

経 済 比 較 〃 中 〃

力学的問題の解析 〃 小 ノノ

予 測 〃 小
会 話 モ ー ド

十 リモ ー トバ ッ チ 外挿法,移 動平均法
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2.2.3MACシ ス テ ム 使 用 上 の 問 題 点

約3カ 月の使用経験 にっいて利用者に意見聴取 した ところ以下に述べ るよ うな不満 ・要望が得 られ

た。 なにぶんTSSに っいての経験が浅いため現在の システムを正当に評価す るとい うよ りはむしろ,

TSSに 取 り組 んで積極的に勉強してい こ うとす る態度 の方が強 くうかがえる。 しかし聴取 された意

見の中にはいわゆる熟練者が感 じるもの とは異質な,初 心者 として新鮮かっ重要な もの も含 まれてい

るよ うに思われ る。

(1) 端末装置の配置 ・動作状況

現 在電電公社に設置 されている各端

末装置の配置は図2-2-1の よ うに

な ってい る。

この図か らもわかるよ うに利用者が

タイプライタに向って座 ってい る時,

変 復調装置,デ ータステーシ ョン制御

部の表示 ランプ,ス イッチの状態が見

に くい配置になってお り,こ の点につ

いての不満が非常に強かった。またセ

ンタ側の障害,ラ インチェック,デ ィ

バイスチェック等の障害表示(ア ラーム
,

甥D椅 子

デ一夕ス

ン制御部

口

図2-2-1端 末 装置の配置

ランプ等)の クリヤを行 な うのにデー タステーシ ョン制

御部の制御盤が座席か ら手が届 きに くい ため不便を感じると訴えた もの もいた。

・ さらに タイプライタに関 して言えば
,

1)動 作 音が非常に大 き く,思 考の妨害 にな る。(こ れはデータステーション制御部について も同

様)

2)用 紙 供給 機構が円滑でな く,印 刷用紙が破れやすい。

3)印 字 速度が遅 く,応 答時間 と相 まって利用者 をい らい らさせ る。(こ れは我慢で きないほどで

はなかった。)

な どの意見があった。

② 端末装置の操作

端末装置 としては変復調装置,デ ータステーシ ョン制御部,タ イプライタがあるが,こ れ らの操

作 にっいては不慣れのためか多少の操作 ミスはあるが,概 して使いよい とい う感想が多かった。 こ

れは現在までの利用者が,電 子計算機に関してプログラ ミングやパンチカー ド作成 の経験者であ り,

MACの 端末装置にっい て も一応講習を うけてい るか らであ ると思われ る。 しか しデー タ処理のよ

うに投入資料の多 い業務 になると,こ れ らを入力す る上で1っ の問題が提起 された。すなわ ち電電

公社ではカー ドリー ダが設置されていないため,利 用者がデータを投入す る場合,キ ーボー ドの数

字電鍵の配列が英文 タイプライタと同様 に最上段に一列になっていることか らパ ンチ ミスが非常 に
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多いとい うことであ る。 この問題は利用者のほ とんどが卓上計算機のボタン配列に慣れてい ること

か ら生ず るものであ り,習 慣 の問題であると思われ る。

(3)障 害

期間中の障害 についての調査では,端 末装置に関す る トラブルは少 なかったが,セ ンタ側の装置

の障害によ り中断 され た回数があま りに多かった ことを強 く訴えてい る。 この場合,端 末への表示

機能 として変復調装置 にキ ャリヤ表示があ るが,も っ と明確な表示(た とえばCPUあ るいはCC

Uが 障害 であ るなど)を 望む声が大 きかった。 これが問題 にな るのは とくに午前のサー ビス開始時

か ら利用 しようとしてこの種 の障害に遭遇す る場合であ る。

次にオペレーシ ョン ミスやパ リティチェック等による装置の異常動作にっいての表示情報が理解

できず,正 常動作への 回復に苦 しむとい う点が指摘された。 とくに初めて この システムに接す る場

合 には障害原因がわか らず,電 源を入 れなおして正常 にもどしてい るケースが多か った。

(4)コ マ ン ドシステム

現在28種 類 のコマン ドが用意 されてい るが,実 際にMACシ ス テムを利用す る場合に用い るコ

マン ドは前 にも述べたよ うに,業 務内容 の性質上 だいたい16種 類 程度であ る。すなわち科 学技術

計算 各種試験 ・調査結

果のデータ分析な ど今 まHELLO

で に このMACで 処 理 さ

れたものはすべ てFOR

TRAN言 語 でプログラ

ムされてい るため,そ の

処理に当って コマン ドの

使用に図2-2-2の よ

うな一定のパ ター ンがあ

る。 したがってこれ らの

パター ンに関す る限 り,

コマン ドシステムに関す

る感想は概して満足的で

あ った。 しか しこれ らの

コマン ドの うちLINK

コマ ンドについては,不

慣 れのため もあるが,正

し く入力 したに もかかわ

らず時々エラーメッセー

ジがタイプアウ トされ る

ことがあったこと,お よ

(PUR・ ・)
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び使用方法が マニァルだけではよくわか らなかったことなどの不満があ った。

現在使用で きるコマン ドについて,コ マン ドネーム,パ ラメー タの指定方法,機 能 などに関す る

意見 としては,

(i)パ ラメー タの多い コマン ドにっいては,パ ラメー タの指定位置,指 定方法が間違いやすいので

これ らに任意性 をもたせ る。

(の コマン ドネームは全体的に覚 えやすい とはいい難 く,あ ま り使用 されない コマン ド(た とえば

SwITCH,COPY,SAvE,INQuIRYな ど)は 整理 して,多 少 の冗長度はあっても覚 えや

す く融通性のあるものが望ましい。

(mVEPコ ー ドは マニ アルだけではよくわか らない もの もあ り,何 か適当な コマン ドによ りその

内容 を知 ることがで きるとよい。

などがあげ られた。 また新 しくコマン ドを要望す るもの として,次 の ものがあった。

(i)INPUT-FORTRAN-LINKと かINPUT-UPDATEな ど を組 み合せた機能 を も

っ複合形のコマン ド

(IDプ ロ グラムのステー トメン トの一部分のみが変更修正で きるような コマン ド

(mス テ ー トメン トナンバの順序の入れ替 えがで きるような コマン ド

⑤ 応答時間

MACの オペ レーテ ィングシステムでは演算装置の能率向上,不 特定多数の利用者 に平等なサー

ビス を提供す るために,タ イムス ライシングが行なわれてい る。 利用者がタス クの命令投入か ら実

行結果が もどって くるまでの時間は ターン・アラウン ド ・タイム(ま たは レス ポンス ・タイム)と 呼

ばれてい るが,こ れに対す る利用者 の反応 を調査 した結 果 多少長 く感 じると訴えた ものが大半で

あった。 この応答時間は コマン ドによって相当長短があ り,HELLO,FORTRAN,LINK,

STARTな どでは相当長 いよ うであ るが,タ イプライタの印字速度が遅いこ ととも関連 して利用者

に与 える印象 を強 くしてい ると思われる。

要望事項 として,応 答時間の間センターが正常に処理 を実行 しているのかど うか不安に感じるので,

視 覚的に処理実行中であ ることがわか るよ うに何 らかの表示 を設 けて ほしい とい う意見があった。

しか しこれ らの点にっいては操作に慣れて くるにしたがい,比 較的不満 としない性質の ものであっ

た。

一般的にはターン ・アラウンド・タイムは利用者側か らみた場合
,利 用者の思考時間 と同調して

いることが最 も都合が よく,能 率的で もある。 しかしこれはセンターのオペレーティングシステムの

タイム ・ス ライシング,メ モ リ ・スワッピング,オ ンライン ・リモー ト・アクセス ・コン トロール

等の ソフ ト面の技術お よび,CPUの 演 算速度,メ モ リへのアクセスタイムな どのハー ド面の技術

にかかってい るので,簡 単 には解決されない と思われるが,最 適なター ン・アラ ウン ド・タイムは

現在よ りも少 し短かい もの となるであろ う。'

(6)フ ァイ リングシステム

現在までの利用経験では,割 り当て られたメモ リ容量を越 えるよ うな プログラムは全 くなかった
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ため,フ ァイリングシステムに関 しては利用者 は無関心であった。 しかしユーザ グルー プ間で共用

で きるライブラリに関す る情 報の交換にっいて は強い要 望があ った。

2.2.4MACシ ス テ ム 利 用 の 望 ま し い 形 体

約3ヵ 月間の使用実績だけか ら判断す るのは早計になるか も知れないが,利 用者の声を もとに我 々

が このMACシ ステムに望む,い わゆ る好 まし く使いやすい形態とい うものにふれてお きたい。

まず端末機器の種類 と機能 にっいては,人 間 と機械 とのインター アクシ ョンの接点であ ることか ら,

マ ン・マシン・・インターフェイス機器の機能の充実およびターン ・アラウン ド・タイムの最適化を計 る

必要があ る。た とえばより高速なプ リンタ,カ ー ドリーダ,さ らに図形処理な どに最適なCRTデ ィ

ス プレイなどが結合され ることが望 ましい。 もちろんこれ らの機器にっいては人間工学的見地か らみ

た使いやすさとか相互の配置 を,こ れ らを利用す る人間 を含めた1っ のサブシステム として設計され

る必要があ る。 また各種の端末機器の障害,異 常動作等が容易に利用者にわか るよ うに,そ の表示,

警 報機能 が整備されかっ正常動作への復帰のための操作が簡単であ ることが重要 であ る。

次に処理モー ドについてであ るが,MACシ ス テムを利用 した経験のあ る者のほとんどが,会 話モ

ー ド
,リ モー ト・パ ッチ ・モー ドの両方 を同時に利用で きる複合モー ドの処理形態 を望んでいる。 こ

のためにはタイプライタのほかにカー ドリーダ,ラ インプ リンタな どが必要 とな るが,CPUの 使 用

効率を向上 させ る意味か らもこのことは大 きな意味を もっ。 会話モー ドにおいては現在の コマン ドシ

ステムにさ らに一考を要す るところが あるように思われ る。 とくにパラメータの指定方法,指 定位置

に関す るミスが多 く,こ れ らに融通性,冗 長性を もたせ た形の方が望ましい と思 われ る。

最後にMACシ ステムでは不特定多数の人が操作 し利用す るものであ るか ら,利 用頻度 の高い と思

われるよ うな プログラム(た とえば連立方程式の解法のよ うな もの)は ライブ ラリとして 誰 で も 自

由に使える形 でファイルしてお くことが望まれ る。ただこれにっいては実 際には各利用者 の処理業務

が相当専門的であ るため,標 準 プログ ラムを使用 できるケースが少 ない とい う心配があ る。

以上簡単に利用者 として望ましいMACシ ステムのあ りかたにっいて述べた。

2.2.5む す び

情報化時代 の到来炉叫ばれそい る現在 誰で もいっで も利用で きるコンピュータを完成 させ ること

は大 きな意義のあ ることであ る。・

電電公社において も電話計算サービスをは じめ各種のデータ通信サービスを開発中であるが,な か

で もDIPSの 開発は代表的であ る。

このような情勢 における今回のMACシ ス テムに関す る共同研 究は時期的にも内容的に も当を得た

ものであ ると思われ る。本稿はその共同研究対象の一部であ る端末装置,コ マン ドシステムに主眼を

おいて とりま とめたものである。

なにぶん対象 とした期間が短かかったため多 くの間違いがあると思われるが,何 かの参考にしてい

ただければ幸いであ る。(日 本電信電話公社 技術同調査部門第二調査係 束 山 福 男)
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2.3(財)機 械振興協会経済研究所におけ る利用状況

当研究所は,広 範で複雑な機械工業の姿を解明 し,そ の発展と振興に寄与す ることを研 究目的 とす

る機関であ る。昨年10月 にNEACシ リーズ2200,モ デル500/200に よ るタイム・シェア

リング・システム(時 間分割 システム)を 利用 する端末機が設置 され,現 在盛ん に活用中である。

この タイム ・シェア リングの特長を一口でいえば 「いっでも」 「どこか らで も」自由自在に電子計算

機 をコントロールすることができるとい う点であ ろう。当研究所において も電子計算機 をその前か ら

屡 々利用 して きた。 しか し従来は一轄管理によるバ ッチシステムであ ったた め,委 託側が作業を依頼

して結 果を受 け取 るまでに,営 業 マン→ システムァナ リシス ト→ プログラマ→ キーパ ンチ ャ→ オペレー

タ→営業 マンとい った過程を経なければな らず,依 頼者 の意志の疎通が うま くゆかない問題があった。

また簡単な作業であって も委託 してか ら結果を得 るまでにはかなり時間を必要 とした。たとえば,

多 くの注文を受 けてい て計算機がふさが っている場合,順 番を待たねばな らない。特に長時間を必要

とす る作業が先 口にあれば,作 業の進行が著 しく妨げ られ研究活動に支障をきたす等の問題があ った。

この点 オンラインによる タイム・シェア リング・システムは,利 用者 の意志が直接伝わ り,ま た前述 の作

業を待つ ロス時間が解消す るので非常に能率 的にな った。

パ ッチシステムの場合,意 託側 の意志が うまく通 じなかった り,プ ログラムの 誤 りのため,希 望し

た結 果が得 られない とい う事がたびたび起 り,そ のたびに原因を究明 し,再 度計算 をや り直さなけれ

ばな らなか った。またデータを一部変 更す るにして も,計 算会社に連絡 しなければな らず,余 計な時

間がかか り増 々ターン ・アラウンド ・タイムが長 くな るばか りである。このよ うに何 らかの原因で計算結

果が思わ しくなか った り,デ ータを変更す る場合,タ イム・シェア リング・システムであれば,端 末機か

らプログラムやデ ータの修正用 フ ァイルを作成 さえすれば,プ ログラム及びデ ータの一部修正 を自由

にかつ簡単に行な えるとい う利点 もあ る。

この他に,バ ッチ システムと比較 してタイム・シェアリングの利点 は数多 く上げ られ るであろうが・何

んと言 って も端末機 さえ所有すれば,電 子計算機を一台 自分で占有 しているのと同じ状 態で作業が進

め られ るということに最大のメ リットがある。

本稿 は,端 末機の利用状況 と,そ の結 果,感 じた事について述べ るが,端 末機が備 え られてか らま

だ期間が短い為,そ の使用例は極 めて僅かであ る。

2.3.1利 用 の 目 的

当研究所におけ るTSSの 利用 目的は大 きく分けて2つ あ る。1つ は情報検索(IR)で あ るが

ここでは触れない。 もう1つ は計量経済学的手法による分析および予測であ る。
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需要 または生産,輸 出入の予測 とい うものは,企 業 の販売,設 備,労 働,そ の他すべての経営政策

に先行する重要 な指標であ り,ま た政策立案に も大 きな貢献をす るであろ う。 このため,政 府におい

て も経済社会発展計画などの中期見通 しを立ててい るが,当 研究所では,こ れに基づ き更に機械工業

の見通 しを詳 しく行ない,ま た現実の経済が計画 と異 って きた場合に,従 来の見通 しを修正し,速 や

かに業界に提示 し,企 業の発 展に寄与することが重要な任務 とな っている。

種 々の予測手法が電子計算機 の ソフ トウエアとして開発 されていることは周知 の通 りである。機械

工業の特徴は,機 種が非常 に多 く,し か も多種多様であ るとい うことであ る。われわれは機械工業の

特質に合わせ,従 来の予測 手法 を組み合わせ,応 用し,ま た端未機 に合 った ソフ トウエアとして新し

い ものの開発 もしよ うとしてい る。

当研究所において,現 在,機 械工業 の需要予測 として開発を進めてい る方法は,大 まかに言 えば次

の通 りになる。.

(1)時 系列解析による短期予測

EAP法,周 期解析等

(2)相 関分析による中期予測

1)総 合 モデル

連立方程式モデル,ま たは マクロ ・フレームを外生変数 とす る単一方程式 モデルであるが,生

産 を財別または機種別 に内需,輸 出,輸 入に分解 し,そ の予測,積 み上げ を行な う。

2)輸 出

輸出については特に世界機械輸出の輸出国別,仕 向地別 マ トリックスも利用す る。

3)産 業 別モデル

各産業に適 したモデルの構築

(3)産 業連関表 による予測

1966年 アメ リカの クロ ッパ ー ・アルモ ン教授によって発表されたメ リーランド ・モデルは最

近極 めて注 目されている手法 であ る。

当研究所では,機 械工業 に関し,こ の手法を取 り入れて予測を行な うべ く,一 昨年 よ りそのデー

タの収集,手 法 の開発につき努力 してきた。

特 に,(3)産 業連関表による予測 の手法 を簡単 に説明す ると,こ れは,将 来の産業関連表 に関す る投

入係数表を推定 してお き,別 途最終需要 を推計 して,産 業別生 産額の第1次 予測を行ない,こ れを産

業別資本係数によってチ ェックし,も との産業別生産額 にフ ィー ド ・バ ックして産業別生産額の収敏

計算を行ない,更 に産業別労働投入係数に よって も同 じように繰返しチ ェックし,近 似値を次第に修

正して解にもってゆ くとい う電子計算機の機能 を極 めて巧みに使 った手段 であ る。これら計量経済学

的予測手法 で予測す る場合に も,人 間の判断 を挿入す る箇所は沢山ある。むしろ人間 の判断と計量経
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済学的手法 とを巧みに組み合せた方が予測上 よい結果 も得 られるし,ま た利用上役に立つ ものが得 ら

れるとも考え られ る。予測 に端末機を利用す るメリットとしては この点が最 も大 きいであろう。

具体的には,モ デルの中の外生変数 を適宜頻繁に取 りか えてみた り,経 済構造 の変化 にともな うモ

デルの改築 を適宜行なった りす ることであ る。またメリー ラン ド・モデルで も,STRUCTURAL

FORECASTSと して外部の検討結果をモデル内に反映せしめなければな らないわけであるが,

この外部情報 も常 に新 しくし,シ ミュ レー ションを繰 り返すことができる。このようにして将来は機

械と対 話しなが ら斉合性 または合理性の高い予測値を得 るシステムを作 ることができよう。

予測に関 し今まで手法の ことを述べて きたが,手 法の確立に並んで もう1つ 重要なことはデータの

採録であ る。機械工業の場合,機 種が極 めて多 く,そ の分類は複雑彪大で,各 統計間に連絡性がない

ことは周知の通 りであ る。予測 をする際に最大の難関 はデータの収集,整 理であると言 っても過言で

はない。具体的に言 うと,予 測の準備段階 として,年 度換算,ド ル ・円換算,移 動平均,四 半期計算

などとい うことを伴 うこと も多 く,更 に機種別 に細くする場合には,時 系列接続,他 の統計 との分類

突 き合わせ,あ るいは加重平均 などとい う厄介な作業に相 当の時間を費 し,彪 大な量 にのぼるデ ータ

の加工には ミスを発生す る危険 もあ る 、,

このため,当 研究所では マスタ ・データ ・ファイルとして,工 業統計表,生 産動態統計,通 関統計

を電子計算機の中に蓄積す ることを考え,一 昨年 よりデータのパ ンチカー ド化 または磁気 テープ化を

図 って きた。これを将来デ ィスクに収納 したい と考えているが,現 在のカー ドまたは磁気 テープによ

る蓄積 は次の通 りである。

工業統計表

生産指数

生産動態統計

貿易統計

貿易統計

出荷金額 約600品 目

年別 昭和30年 ～40年

月別 昭和38年 ～42年

生 産,出 荷,在 庫の数量

金額 約1,000品 目

月別 昭和29年 ～42年

輸 出入金額 約1,300品 目

年別 昭和30年 ～42年

同 上(仕 向,仕 入地域別)

年 別 昭和38年 ～43年

ま た,こ れ らの統計分類を突 き合せ るため,一 昨年か ら 「分類対比表」の作成を進 めている。そ し

て一方時系列的接続に も,新 しいデータを端末機か らINPUTし,計 算機 の中で過去のデ ータと

接続す ることが考え られ る。これ らによって,わ れわれは端未機によって随時,自 由な形で欲 しいデ

ータを作 り出すことが できる筈 であ る
。そして新 しいデータが入ると同時 に,す ぐ予測 も行なえるこ
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と に な ろ う 。

2.3.2端 末 機 の 使 用 例

最近は需要予測に関連 し種 々の計算に端末機 を利用 してい るが,こ こでは端未機が導入 されて,わ

れわれが最初に利用 した場合にっいて述べ る。 メ リーランド ・モデルでは,産 業連関分析 と計量分析

とを連動 し,産 業別労働で もってチ ェックす る 「SeidelIterativeMethod」 を用 いて

いるため,就 業者数 の産業別,職 種別 マ トリックスを作 る必要があった 。この ため35年 お よび40

年 の産業連関表の産業別就業者数(76業 種)に 国勢調査の産業別,職 種別(41職 種)就 業者構成

比を乗 じて,1-O分 類 の就業者 マ トリックスを作 ることにした。 このOUTPUTは 縦77行,

横約45列 の表にな るので,横 方向に5っ に分割 してOUTPUTす ることにした。

この計算 を1つ のプログラムで行 なうには少 くともDIMENSION(75,45)を 必 要とす

る。この プログラムを登録 し,FORTRANの コマン ドをかけたところ"coreexceed"の

エ ラー ・メッセージがでてきた。すなわち端末機 に割 り当て られた,コ ア ・エ リアは24BANKで

あ り,記 憶容量 をオーバーしたわけであ る。 コアを2倍 に して試 してみて もやは り"coreex－

の

ceedの メ ッセイジが打 ち出された。したが ってこのプログラムを5枚 のOUTPUTに 合 せて

それぞれ独立の5つ の プログラム1ζ分割 して実行 した。この作業を示 すと図2-3-1の 通 りであ る。

(注) フ ァ イ ル 不 一 ム プ ロ グ ラ ム フ
7イ ル

図2-3-1産 業連関表就業者数の職種別配分作業の図解
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この作業は,次 の労働投 入係数(=生 産額+就 業者数)の 算出へと続 いてゆ くわけであるが,こ の

ように幾つ ものStepを 順 次進めてゆくとき,端 末機の便利 さが発揮 される。

なお,端 未機を使用する時間が限 られてい るため,タ イム・シェア リング可能時間中に端末機のキー

・ボー ドか ら直接 データやプログラムをINPUTす ることは時間 のロスが極 めて大 きいため,タ

イム・シェア リング可能時間中はテーブル ・リー ダによるINPUTや 演算 の実行を集 中的に行 ない,

この時間以外にデー タやプログ ラムをテープ ・パ ンチする乙とにした。

さて初 めて端未機 を使用 してみて感 じた問題点や希望を述べてみたい。昨年10月 頃 より端末機を

試験的に利用 させていただ けることにな ったわけであ るが,実 を言 うとわれわれにとっては突然の こ

とであ った。したが って,わ れ われの知識 は極 めて幼稚であ り,事 前に充分勉強す る余裕 もなか った。

そのため,こ れか ら述べ る感想 も相当誤 りを犯 しているか も知れない 。

最初の使用に当 って,わ れわれは極 めて些細なことがわか らな くて,多 くの時間 を浪費することが

誠に屡 々であった。例 えば

(1)RESERVEの コマンドを打鍵 しなかったために,デ ィスクにデー タが入 りきらなかった。

(2)READ文 に 「END==」 が なか ったためにプログラムの実行が途中 で止まった 。

(3)プ ロ グラムを実行 した結 果をデ ータ ・フ ァイルにOUTPUTし た場合,左 端に1っ ブランク

が生 じる。

(4)デ ー タおよびプログラムの誤 りを修正す る場合,修 正用 フ ァイルを作成す るわけであ るが,ラ イ

ン番号 の後に1つ プランクを取 ってコーデ ィングシートの形式による打 鍵を始 めねばな らない。

などであ り,ま た今回の場合は特殊なので,こ んな ことを述べ るのは不当かつ失礼 であろうが,折 角

うま く進 んでい る最中に機械が ダウンしてしまうとか,ま た折角 うま くOUTPUTし は じめたの

にブランク ・リボンが切れて しまったというような ミスを重ねた。

入力 したデ ータについて,エ ラー ・メ ッセージが出たため,ミ スを探す場合,零(0)と0と の違い,

LCキ ーにさわって しまった ミスな どは探 しにくいので注意すべ きであ る。

2.3.3お わ り{こ

現在の当研究所のニー ドか ら考 え,現 在使用 している端未機に対す る若干の希望 を述べて,報 告の

結論に代 えさせていただ きたい。なおこれは,ま だ極めて浅い経験か ら考 えたので偏見であ るか もし

れない。

今後,産 業連関分析など行な えるように,あ る必要時に記憶容量 をふやして もらえるよ うな体制を

設けていただ くと有難い。

また,端 未機のキーボー ド ・プ リ ン タの打 ち出 し速度が遅 く,演 算結果が少なければ問題がない

のだが,多 い場合は,OUTPUT時 間 が長いために作業が非能率的 となる。それを回避 して中央
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計算センターの ライン ・プリンタに打 ち出させるためには,一 度 デ ィスクに登録 しなければな らない。

そのためには端末出力装置の変更 を指定 しなければな ちない。 もし端未機 とライン ・プリンタとを直

接結びっけ られれば,デ ィスクに登録す る必要 もな く,デ ィスク ・エ リアに余地があ るかないかの懸

念 もせずに計算を行なえることにな る。 ライン ・プ リンタと端末機 とを直結で きるか否かについては,

知 識に乏 しいが,ご 検討ねが えれ ば幸い であ る。

その他に,今 のところは,デ ータの入力装置 として紙テープ ・リーダとキー ボー ド・リーダしか装

備 されていない。データの個数が膨大にな った場合,キ ーボー ドか ら入力す るな らば相当な時間を費

やさねばな らない。 しか もタイム・シェア リングの時間 に制限があ るという事情 もあ るか ら,紙 テープ

か らの入力 に頼 らざるを得ない 。

しか し,紙 テープの場合,ミ スの修 正が面倒 であ り,ま た保存 上,使 用 回数が増せばテープが弱っ

て切れ ることになる。デ ィスクに全部入 り切 るのな らばデータを保存するにはデ ィスクが最良なのだ

が,デ ィスクには制限(現 在UOA.104)が あ るため,当 然 カー ドか磁気テープにしなければな

らない。カー ドな らば,カ ー ド ・パンチを外注するて とも考 え られ,時 間 を効率 よく使 える。しか し

当研究所にはカー ド・リーダが備え られていないため,紙 テープか らの入力方法を取 っている。

今後,さ らに タイム・シェア リング・システムをどの ように活用 してゆ くかは,当 研 究所の計画か ら

考 え,そ の利用範囲は非常 に広 いと考 え られ る。たとえば,複 雑 で彪大な統計資料 を収集整理 し,分

析加工をした り,機 種別の需要予測か ら,日 本経済全体と関連す るよ うな計量 モデルの推定,さ らに

シミュレー ション分析 や,情 報 の検索(IR)な どが挙げ られ よう。 こうい った作業に対 し一貫 して

言え ることは,コ ァの記憶容量 およびデ ィスクエ リアに最大の問題があ るとい うことである。特に情

報の検索は,資 料の蓄積が多 く,そ の資料 を常時デ ィスクに格納 して置 く方が好ましい。そして必要

な資料 をいつで も取 り出せ る体 制がな されていなければな らない。同じ事が統計資料の収集,整 理に

ついて も言 える。いわゆるデー タバ ンクの体制に もってゆ くには,デ ィスクの大 きさに依存 しよう。

分析に必要 となる主要 な総計デ ータをあ らかじめデ ィスクに格納 して置くことがで きさえすれば,分

析の必要が生 じた時に,デ ータを収集する作業や資料の接続等の作業が大いに軽減 され,能 率 よく分

析を進 められ る。こういった点か らもデ ィスクエ リアを大 きくして ほしい。

機械振興協会経済研究所

(山 崎 隆)
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2.4郵 政 省 にお け る利 用 状況

昨年秋NEAC-TSSデ ー タステーション端末 設備が 当省内に設 置 されてか ら,3カ 月余 を経過

した。

このデー タステー ションは,本 来 遠隔情報処理システムに関す るソフ トウエ アの拡充,TSSお よ

び.リモートバッチ 方式に よる各種 アプ リケー ションシス テムとソフ トウエア研究開発のための実験研究

を目的 として設置された ものであり,こ の設置 目的にそって使用するためには,ま ず,対 象とす る業

務がEDPS化 に 適した ものであることは当然であ るカ～ 同時ec,な るべ く多 くの種類 多方面 な内

容 にわた る業務であることが望 ましく,ま た,結 果 としてあるて いど小規模な業務 に制約 され る こと

となるの は』やむ を得ない。

一方
,当 省におけるこのデータステーシ ョンの管 理 運 営 については,開 発セ ンターとの事務上

の関連か ら,当 電監 室にお いて行な うこととなつたが,当 室の業務のほ とん どは,法 令,許 認可等 に

関す る一般 的行 政事務によ って 占め ら札EDPS化 に適す る業務 とみ られ る分野はほ とんどない。

そこで,こ のデー タステーションの運営 にあたって,実 際に行な う業務にっいては,省 内の他事業

部門に も協力 を依頼 して,上 記の設置 目的にそうよ うな使用を行な って もらい,当 室は,主 としてそ

の使用成果等についての報告をうけ,そ の状況の包括的な把握と分析 を行な うこととした。

当省 におけ る他 のEDPSecっ いては,簡 易保険事業にっいて,42年 度 か ら導入したの をはじめ

として,45年 度か ら貯金事業,共 通事業(庶 務会計)に っい ても,そ れぞれ一 部導入 実用化実験

を行な うこととなってい るので当該事業部門では システム設計,プ ログラ ミング等にっいて十分な

知識 能力を有 してお り,か っ,所 部の職員に対して も,逐 次これ らの習得の訓練 を実施している段

階であるので,こ れ らの部門に呼びかけ,上 記 目的 にっいて,協 力 を要請 したものである。

2.4.1使 用 業 務 の 内 容

当省 におけ るこのデー タステーションの具体的な使用業務は,次 の とお りである。

(1)経 営 分析のための計算業 務

郵政事業経営のための諸 デー タを,統 計的,経 営分析的手法によって解析 し,将 来における,も

っとも有効適切な経営方針の樹立ec資 す るもの(た だ し,い わゆるMISの 如 き,包 括的・体系的

なもので はない。)で あって,共 通事業部門の所掌業務である。

その内容 は,郵 便局の規模別のコス ト,収 益の対比等を 目的とす るもの や,あ るいは,資 金運用

部資金(郵 便貯金 簡易保険の大蔵省への預託原資)の 運用状況の,過 去 現 在 将来の趨勢の分

析,推 定などで あって,回 帰分析のための多元連立方程式 行列式 逆行列 最小 自乗法などの算

式 を主 として取 り扱っている。
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この業務は,こ れ までの実績では,デ ータス テーシ ョン使用量全体の60%近 くを占めている。

使用言語はFORTRANで あ る。

② 郵便局等におけ る要員酷 識こ関す る業務

保険事業部門の要員配置業務について使用希望が あったので,ご く最近 このシステムの概要

主要 なコマン ド,機 器操 作方法等 を当室において指導 したところである。使用量実績は,ま だ5%

てい どにしかすぎない。使用言語はCOBOLお よ びFORTRANで あ る。

(3)共 通 業務のEDPS化 のための 業務

当省の給与制度にっいては,上 記のとお り,45年 度以 降EDPS化 の 計画があ り,目 下,こ の

ための計画の具体的実施にっいて,準 備がすすめ られて いる。 これ らEDPS計 画担 当部門 におい

て,主 として,テ ス ト用プログラムによる演算の ためのデー タステーシ ョン使用希望が あったの で・

最近,こ のシステムの概要 機器操作方法お よび主要 コマン ドの説明を行 なった。 目下の実用 実績

は,ゼ ロであ るカ～4月 以降,相 当の使用量 とな る見込みであ る。使用言語COBOL。

(4)建 築 計算等

上記の ほか,職 員共済組合 関係の保険数理 計算 郵便局舎建築関係の諸 計算等にっいて,か ねて

から使用希望が出て いたカ～ 当該部門におけ るプログ ラム作成の点 に問題があ り,現 在の ところ,

たんなる希望の段 階に とどまってい る。 しかしなが ら,こ のシステムの目的か らみて,か な り研究

の余地の多い,高 度な利用分野 とな りうるものとみ らち なん らかの助成策 を講 じてみたい と考え

ている。

(5)そ の 他

現在 の こり30%て い どは,初 給者 のプログラミング学 習等を中心 とした利用 となっている。

使用言語は,FORTRANが 主 であ るカ～ 今 後は,COBOLの 比重 が増加 しよう。

、

2.4.2使 用 時 間

当省の場合 デー タステーシ ョン設置当初,機 器の操作方法に十分習熟していなかったことに加え

て,キ ーボード ・プ リンタの故障等 が発生 したた め,使 用のスター トがい ちぢるしく遅れ たが・ その後・

開発センターで操作方法の再指 導をうけ,さ らに昨年末 にキーボード・プ リンタの修理が終 って,よ う

や く本格的な使用がはじまった。

これまでの使用時間は,次 の とお りであ って,,関 係 部門の協力 も得 られて,急 速に使用時間数が増

加 しつつあ る。

12月18時 間

1月26時 間

2月(17日 まで)30時 間

今後は,さ らに業務内容の高度化と,多 様化をはか りなが ら運用していく考えである。
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2.4.3使 用 上 の 問 題点

これ までデータス テーシ ョンを使用 した者からは,次 のような要望意見が出されている。

(1}簡 単 なシステム設計,プ ログ ラム作成1ζっいて,気 軽`ζ相談 指導tcあ た って もらえ る窓口がほ

しい。

② セ ンターの故障回数が きわめて多 い。安定性の向上にっい て,さ らにご努力願いたい。

(3)MACタ イ ムは,9時 ～17時 てい どに延長 して ほしい。

(4)キ ーボード・プ リンタの速度 に制約があ るため,出 力に時間がかか りす ぎる。 なん とか方法はない

か。

⑤ プログラムの交換 を希望する。 で きればこのシステムに登録ずみのプログラムの うち,一 般性の

あるものにっいて,く わしい情報がほしい。

(6)デ ー タステーションの修理 保守は迅速であ り,満 足している。

(7)コ マ ンド説明書 には,初 心者に とってきわめて難解な部分があ る。(例:付 録A,付 録B,ま た,

デ ータフ ァイルの使用方法について も説明がほしい。

(8)運 転 中の騒音は,も う少し小 さくな らないか。(整 備の問題か。)

(9)テ ー プパンチがもう1台 ほしい。

⑩ 大 量のデー タを入力す る場合,卓 上 電算機式の数字配列のけん盤があると便利ではないか。

回 デー タ入力中,ブ ザーが鳴動 したので説明書 どお りRESTA .RTさ せ たが正常に継続できなか

った。(け ん盤の保守不良か,説 明書の相違か。)

⑫ カー ドリーダがほ しい。

上記の中には予算的にみて実施困難な要望等 もあると思われ るが,一 応 今後の検討課題 として考

慮していただければ幸いである。

2.4.4む す び

当省の場合 このデー タステーシ ョンの運用にあた り,ス ター トが遅れたこと もあって,現 在まで

の実績 を評価す ることは困難であ り,今 後の活用,研 究にまっ ところが多大 である。

デー タステーシ ョンの設置 目的 に適合す るよう,今 後はさ らに利用方法にっいて工夫をこ らし,か

っ,適 切 な分析,研 究が行なわれ るよう体勢づ く りにっとめなければな らない。 この場合,上 記の建

築部門の例の ように,「 使用 したいの だカ～ 目下 プログラム作成 の能力が不十分である。」 とい うケ

ース も出てくることが予想 されるので
,上 記3の 要 望にっいて も,こ の点か らも十分ご検討願いたい。

デー タステーションの利用に関 し,今 後 とも開発セ ンターか ら多角的な指導 援助がなされること

を希望する。

(郵政蕊 ㌘ 官室)
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2.5 通 産 省におけ る利 用状況

2.5.1TSS端 末 装 置 の 設 置 目的

我 国の コンピュー タの利用技術は急速 に高 まりっつあ り,1970年 代 は情報化社会の年 といわれ

ている。

通産省では行政の情報化を推進す るため,政 府各機関の情報化のモデルとなる心構えで,省 内事務

全般 にわた る情報処理の拡充 と高 度化 を計画的に推進 している。

重工業 局TSSル ー ムに設置されてい る端末 装置は(財)日 本情 報処理開発センターとの共同研究

用に設置 され た もので,通 産省で は次のような 目的を もって最大限に活用 しっっあ る。

(1)重 工業局内業務の実用 実験

1)各 種 予測 調査 分析

2)情 報 検索

3)そ の 他

(2)職 員 の教育訓練

(3)省 内外 の関係者に対す る啓蒙 普 及

しか しなが ら,TSS方 式 にはそれ な りの限界がお のずか ら存在 し,ハ ー ド,ソ フ トに対す る開発

が望 まれる。

2.5.2使 用 業 務 の あ ら ま し

(1)管 理体勢

端末装 置は通産省重工業局TSSル ー ム(旧 館7階726号 室)に 設置されている。端末装 置の

管理 は重工業局電子政策課が行ない,利 用者 は図2-5-1の 手順 に従って管理 責任者 の承 認 を得

て,管 理責任者 の計画したスケジ ュール に従って端末装置 を使用 しなければな らない。

通
利
産
用
省
者

TSS端 末装置
使用申込書

調整後
スケジュール連絡

TSS利 用結果の
報 告

●

連絡

の 一

電

管子

理政

責策

任諜

者

一

口

週間スケジ ュール

故障等の連絡

利用の実態報告 －

TSS利 用 に関す る

各種連絡

(モ ニ タの変更,サ ブルー
チ ンの変更等)

日

開本

発情

セ報

ン処

タ理

i

ール

ー

山9

,

告

関

更

関す る

サブルー

等)

図2-5-1管 理 体 勢

② 使用 業務内容

TSSの 端 末装置が昭 和44年10月 に設置 されて以来 通産省 では各種計算 プログラム集 の作
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成,職 員の教育訓練 デモ ンス トレー シ ョン等を積極 的にお し進 めている。

次にそれ らの うちのい くっかを述べ る。

(2-1)各 種 計算 プログラム集,

この計算プログラム集は,重 工業局各 課の職員が独 自に作成 した プログラムの うち,比 較的簡

単に誰で も使用で きる汎用性のあ るものを集録してい る。

計算内容が比較的明白でよ り汎用性のあ るものは表2-5-1の よ うなもので,そ のほとん ど

が最小二乗法を基本にプログラムされている。

表2-5-2は 計算内容が仕事によって変って来 るカ～ あ る程度の汎用性をもつ ものであ る。

回帰分析

相関分析

分散分析

時系列分析

クロスセクション分析

モデル分析

1」P

曲線回帰(二 次 指数など)

重相関

重回帰分析

移動平均 直交多項式の利用

表2-5-1計 算内容が比較的明白な もの

項 目 内 容
1

各種予測

各種作表

生産予測 需要予測等

確率分布表の作成等

表2-5-2計 算内容が明白でないもの

次 に各種計算プログラム集の中に含 ま九 比較的良 く使われてい る例を2,3あ げ てみよう。

例一1最 小 二乗法1.

1)内 容:2組 の(時 系列)デ ー タXi,Yi

(i=1,2,3,… …,N)に

Y=AX十B

な る関係式 をあてはめて,最 小二乗法によって,kBを 求 めると同時に,Yの 計 算値を算出す

る。

2)使 用 法:グ ループ名GO2

プログラム名POO1

デ ー タの入れ方
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①N

②XIY1

③X2Y2

XNYN

3)計 算 結果の見方

次のよ うな形式でタイプされ る。

◎ }
時数点(小 数点なし)

小数点っきの数字

(但 しXiを 入れたらブランクを打ち次にYiを 入れること)

Aの 値,Bの 値Yの 分龍Yの 分散 相関係数

XiYlY1

　

但 し,YiはY-AX十BにXiの 値 を入れて計算 した計算値を示す。

例一2最 小 二乗法2

1)内 容:二 組の(時 系列)デ ー タXi,Yi

(i=1,2,… …,N)`こ

Y-ioB・xA… …>1。gY・ ・Al。gX+B

な る関係式 をあてはめ,最 小二乗法によ って,A,Bを 求 めると同時に,Yの 計算値 を算出す る。'

2)使 用 法 グループ名GO2

プロ グラム名POO2

デ ー タの入れ方

①N… …… 時点数(小 数点な し)

篭}撒1㌧:籔 つ
3)計 算結果の見方

次の ような形式でタイプ される。

Aの 値Bの 値Yの 平均Yの 分散(相 関係数)2相 関係数

XiYiYi

o

但 し,YiはY-10B・xAにXiの 値 を入れて計算した計算値 を示 す。

例一3指 数 曲線近似

1)内 容:時 系列デー タYi(i-1,2,一 ・・N)に

Y・=A・Rt(但 しt=1,… …,N)

な る関係式をあてはめ,最 小;乗 法によってA・Rを 求め ると同時にその計算値をN+5期 ま で
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o

算出す る。

2)使 用 法:グ ループ名GO2

プ ログ ラム名POO3

デ ー クの入れ方

慧ご
㎏)1EσF

3)計 算結果の見方

次 のような形式で タイプされる。

Aの 値,Rの 仙,RI－ 対数変換値での相関係数,R2一 相 関係数

XiYiYiYl－Y1

但 し,Aはi=0のH毒 魚の初期値 を示す。R-1.0の 値が平均増加率を示す。

'il,は 指 数 曲線近似 した場合の理論値 を表わ し
,Yi-9三 は実際値 と理論値 との差 すなわ

ち誤差を示す。

(2-2)職 員 の教 育訓練

重工業局では,情 報処理 情 報産業 の振興に関する適切な施策の確立 に資す るとと もにその円

滑な推進をはかってい くために,重 工業局の担当職員をはじめ省内の情報処理関係者に情報処理

システムについての実践的な知識を与えることが必要と考 え,TSSの 端 末装 置を有効に使 う予

定であ る。

コンピュータの理解を容易 にす るためにはコンピュー タに自ら触れてみることが大切であ るが,

い ざコンtOユ ー タを使お うとして も費用の問題 もあ り困難が ともな う。 この点,TSSの 端末装

置は身 近にあ るばか りでな く比較的安い費用で初歩的な言語(FORTRAN,COBOL)お

よ びプログラ ミングの アルゴ リズムの理解 を助け,相 当に複雑な計算 までこなす力があ るため,

職 員の教 育訓練に とって欠かせぬ もの とな ることだろ う。

(2-3)デ モンス トレーシ ョン

通産省では,省 内外の関係者ee対 す るコンte=・一 タ利用の啓蒙 ・普及を図るため,TSS端 末

装置のデモンス トレーシ ョンを行なってい る。

そ のうち主な ものは,昭 和44年12月25口 のTSSル ー ム新聞発表 昭和45年1月13

日の フジテレビでの放映,同 年2月 の通産局情報担 当官会議等であるが,'特 にTSSル ー ム新聞

発表 においては赤 沢重工業局長が自らTSSの 端末 タイプライタを操 作 し,サ ンケイ新 聞,日

刊工業 新聞,日 本工業 新聞等に大 き く掲載 され,TSS時 代 の幕明け として報道 された。
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TSS端 末 機デモンス トレーシ ョンの御案内

工業局電子政策課

重 工業局に設置 されてい るNEAC2200-500/200シ ス テムのTSS

(TimeSharingSystem)端 末機のデモンス トレーシ ョンを下 記のように

行ないますので,御 集内申しあげます。

なお,TSS方 式 は,1台 の電子計算機を複数 の人間が並 列的に異な る仕事 を行

な うことを可能に した方式で,わ が国 をはじめ,欧 米諸 国で も将来 の電子計算機の

使用方式 として注 目されてい るものです。

記

1.日 時 昭和44年12月25日15時 ～16時

2'場 所 適齢 巖:

室1二;㌫ の▲り)
/

3.デ モ ンス トレーシ ョン内容

(1)野 球選手の情報検索

(2)販 売在庫管理 システ ム(SIMSystem)

(3)オ ンラ イン文献検索(OrlineKWOC)

(4)各 種 計算 プログラム

2.5.3使 用 上 の 問 題 点

端末装置を用 いてTSSで 情 報処 理を行な うためには,そ の もっている機能 の限界 を認識しなけれ

ばな らない。 たとえば,モ ニ タのオーバーヘ ッドタイムによ る長時間計算の効率の問題 使用言語

の問題 端末の入出力装置等の問題で ある。だが,こ こで はMACシ ス テムを実際に用いた経験か ら

の問題点をあげてみよう。

(1)ハ ー ドウエアの問題点

1)温 湿度の影 響

昨年の10月 にTSSの 端 末装置を導入以来2回 の故障が あった。 それはいずれ も出力コー ド

の化けとい う現象をお こし,制 御装 置の中のプ リン ト板の交換によ り容易に回復す ることができ

た。原因は トランジス タの温度 によ る劣化 と思われ る。端末装置はコン ピュー タ本体 と異な り,

様 々な環境の もとに使われ るため温湿度の変化に対 して も安定 した機械にすべ きで ある。

2)騒 音

タ イ プ ラ イ タ等の騒音が大 きく,現 状では別に一 室もうけねばな らない。管理者が机 のわ き

で簡単 に使え るような人間 工学的な配慮が必要であ る。
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3)用 紙 の偏 り

タイプライタのプ リン ト用紙が使用 中に偏って くるため,た びたび用紙をセ ッ トしなお さねば

な らない。 タイプライタの移動にと もなって,用 紙の うけ台 も移動するよ うに改善 したらどうで

あろ うか。

② ソフ トウエ アの問題

1)言 語

MACシ ス テムではFORTRAN,COBOLを 基 本 とした言語が用意 されている。 しか し,

数 式言語としてのFORTRANは まだ しも,記 述言語として のCOBOLはTSS用 の言語 と

して適当でない。 だれ にで も簡単 に使える言語の開発がのぞまれ る。

2)ダ イ レク ト・アクセス機能の追加

MACシ ス テムは現状にお いて,シ ークエ ンシャル な処理しかできない。TSSの 本領 を発揮

す るIR等 を行 なうためにダイ レク ト・アクセス の機能 を追加 してほしい。

3)デ ー タ ・インプット時点のチェック

デー タを入れコンビ。ユータの処理が終 る前 に次のデータを入れ ると端末装置がとまってしまう。

素人が使 う機会が多 いため改善してほ しい。

4)情 報交換

サブルーチ ン等の登録プログ ラムが明確 でない。 コンピュー タ本体の管理者,端 末装置の使用

者 間の連絡を密にする必要がある。

2.5.4今 後 の 利 用 方 法

通産省では,TSS端 末 装置の設置目的に従 って,実 際業務への導入,教 育訓練 啓蒙 普及のた

めのデモ ンス トレーシ ョンに今 後も力を入れてい く方針である。

特 に実際業務への導入 として,昭 和45年 度 に行なわれる情轍 処理 技術者 試験業務の機械化を考慮

してい る。 たとえば,願 書の受付け業務,受 験番号等の問い合わせ,受 験者の分析,合 格者の分析,

過 去の合格者 フ ァイル の作成 とIRな どを考えてい る。

(通産㌘ 驚:策 謀)
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2.6 当 セ ン ターに お け る利 用状 況

当財団 ではタイム ・シェア リング ・システ ム利用上の問題研究を目的に昭和43年10月 か らNE

AC2200シ リーズモデル500/200を 用 いた タイム ・シェア リング ・システムの実験 を開

始した。

まず,財 団内に4セ ッ トの端末機 を設置し,プ ログラムのデバ ッギ ングの能率化 をはか ると共に,

文 献検索をオンラインで行な うた・めのOLKWOC(OnLineKWOC)シ ス テム,ソ フ トウエ

ア開発お よびデー タ処理の工程管理を行 な うためのシステム等のアプ リケーシ ョン ・ソフ トウエアを

開発 した。

また,こ のタイ ム ・シェア リング ・システムは当財団で上級情報処理技 術者の養成事業の一環 とし

て行なっている中央研修所において も研修生 に対 し教材用 としてこれ らの端末機 を自由に使用 させて

いるが,特 に研修生の実験 ・研究のためのプログ ラム作成 に好評であ り,か な りの成果をあげている。

ここでは,当 セ ンターでTSSの 使用頻度 が最 も高い作業管理情報 システムを中心に,タ イム・シェ

ア リング ・システムの使用経験 をのべ よう。

1.作 業 管理情報システムの概要

この システムの大 きさは,プ ログラムカSFORTRANで 約2,600ス テ ー トメン ト,デ ー タ

フ ァイルは約10万 キ ャラクタであ る。

毎週一回各職員か ら申告 され た作業報告 にもとつ く,カ ー ド約200枚 の アップデイ ト・データ

を入力しファイル を更新する。 これに要する時間は約30分 であ る。

セ ンター で使用してい る端末3台 にはいずれ も低 速カー ドリーダ(100枚/分)が っいてお り,

この作業管理システムのアップデイ トデータは,す べて カー ド入力 を行なうことができる。

この システムによって コン トロール されるジョブの数 は現在約50コ であ り,対 象人数は約60

名で ある。

このシステムは,作 業者 自身あ るいはその監督者か ら提出され た主観的,客 観的な作業過 程に関

するデータをもとに,プ ログラム作成作業 を分析し,実 際の作業の工 程管理 を行な うための試作お

よび実験 とい うべ きものであ り,オ ンラインター ミナルか ら随時 情報の要求がで きるよう,当 財

団の タイム・シェアリング・システムの アプ リケーシ ョンとして開発した ものである。

このシステムで使用 され るファイルは2っ あって,一 つは機械使用伝票か ら作 ら札 他 の一つ は

業務 の発生時に作 られ る作業見積データ,そ の作業が開始 され てか ら一定期間ごとに報告され る実

績デー タおよびこれ らのデータから判断 される作業 の推定進度 推 定完了期 日等で構成 され るフ ァ

イルであ る。

また,こ のシステムはオ ンラインター ミナルを用い コンピュータと会話を行 な うことによ り,必

要とする情報を任意の時点でと り出す ことが できるが,そ の情報は3種 に分け られ る。
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(1)コ ン ピュー タ使用時間に関す る情 報

プログラム作成およびプロダクシ ョンのため の使用時間 を把握す るための ものであり,こ こで

使用 され るファイルは計 算 機 使 用 伝 票 か ら作 られた ものであ り,情 報をと り出すため指定で

きる項 目としてはコンピュータ機種 業務番号,期 間がある。 この とき機種だけを指定すれば,

そ のコン ピュータを使用 した全業務 にっいて,デ バ ッグ時間 と,プ ロダクシ ョンに要 した時間お

よびその合計時間が,フ ァイルに登録 されている全期岡を通 して出力 されることにな り,特 定の

業務 番号 と期間 を指定すれば,指 定 期間内にその業務のため に使用 した時間が出力 され る。

② 業務に関す る情報

特定業務の進捗状況 を把握す るための ものである。 この情報を得 るために指定で きる項 目は業

務番号,作 業区分,プ ログラムステ ップ番号,担 当者 コー ドが許され,業 務番号とその他の項 目

との組合せ が自由にで きるため,そ の業務に関す る情報の全部あるい は一部 を出力することが可

能である。

(3)個 人に関す る情 報

新 らし く業務が発生 した とき,そ の業務の担当をだれ にす るか を決定 する場 合 各個人が単独

の業務だ けを担 当していれ ば 「業務 に関す る情報だけで十分間 に合 うが,た いてい2っ 以上の業

務 を,部 分的に担 当していることが多いため,個 人単 位の担当業務の進捗状 況が判断しやすい形

での情報 も出力する。 この項 目指定は業務に関す る情報 と同様である。

2.そ の他の利 用

タイム'シ ェ ア リング システムの大 きな特長の一つは,何 時で も任意の時点でコンピュータを利

用で きるという点 にあ る。

あま り大 きくない問題,他 のジ ョブの部分的なチ ェックのための小さな プログラム,部 分的なテ

ス ト・ランなどの 目的で,3台 の 端末のどれかがあいて さえいれば,自 由に使 うことができるとい

うのは大きな利点 であった。

言語 としてはFORTR真N,COBOLが 利 用 されたが,COBOLは 言 語の性質か ら,ほ と

ん どカー ドリーダを使用 し,リ モー ト・バ ッチ的な利用であった。

中央 研修所にお ける主な利用目的は,研 修生に タイム・シェア リング ・システムの使用を経験 させ

るとい うものであった。特 にライブラリ,ア プ リケーシ ョン ・プログラム等の共同利用の方法,コ

マ ン ドの種類 と使い方等を通 して タイム ・シェアリング ・システム使用上 の問題点を把握 させよう

とい う事であった。

3.TSS利 用 上の 問題点

ここで使用 したNEAC-TSSはNEAC2200の モ デル500に,端 末 コントロール 内に

モデル200を 連 結 したシステムであ る。

このハー ドウエア'シ ステムは,時 代 的に考 えて も,特 に タイム ・シェアリング 内の機能 を充分持

っている もので もな く,そ れをソフ トウエアでカバーしてい るが,自 ら限度が ある。 また初期の 目

的は専用言語FORTRANに よ る技術計算用のプログラムのみを対象 として設計 された ものであ

一48一



る。

したが って比較的データ量 も少な く,プ ログラム自身 もあ ま り大 きくないFORTRANプ ログ

ラム用に利用す るには,ま あ実用可能 と言 ってよい と思われ る。

しか し,作 業管理情報 システムのよ うなデータ処理的なか っデータ検索的な仕事で は当然の こと

なが ら,い ろい ろ と問題がある。

先づ,こ のシステムの開発的には残念なが らFORTRAN言 語 のみ しか利用で きない時点であ

ったので,デ ータ処理に不向きな 言語に無理をさせた とい う点が基本的にあ るが,最 も大 きな欠点

はこの システムはファイル構造 としてシー クエンシアル ・ファイル(sequencialfile)の

み しか許 してないとい う点である。

さきに述べ た様 にこのシス テムのデータ量は約10万 キ ャラクタで あ る が,こ の程度 のファイ

ルで もシークエンシアル ・フ ァイル として検索をすると馬鹿にな らない時間がかかる。例えば1人

分の作業情報を出力するまでに数分かか った りす ることもある。 勿論 これは ファイル ・システ ムの

みの責任ではな く,オ ペ レーティング ・システムの処理,FORTRANコ ンパ イラの 処 理'作

業管 理情報システムのプログラム 自身の問題 あ るいはシステム ・オーバヘ ッ ド(system

ove■head)な どすべ てがか らんで くるが,タ イム ・シェア リングの レスポンス ・タイム とい

う観点か らす るとあ まり実用的ではない。

いつれにせよ,比 較 的大量のファイルを扱 うことが不得手なシス テムであ ることを承知 の上で,

あ えて この様なジ ョブに使用 したとい う事が,あ るいは無謀に過ぎたとい う反省はあ るが,実 験と

い う意味か らいえば,こ れ も意義のあ ることと思 う。

えば,こ れ も意義のあ ることと思 う。

その他 全般的に言 える問題点 はい くっかある。

まず,ハ ー ドウエアの不安定 さである。 タイム ・シェア リング ・シス テムは端末 も含めてハー ド

ウエアの信頼性が最 も要求 され る。残念なが らこのシステムはその点は,あ ま りよい点数が与え ら

れない,例 えば,通 信制御部の故 障(最 近 は比較的 よ くなった),デ ィスク・ファイルの読取不倉島

ター ミナルか らの入力エ ラー,原 因の不明な トラブル などにしば しば悩ま された。特 にデ ィス ク ・

ファイルの読取不能で約1ケ 月仕事がス トップした こともあった。

また,一 つのプ ログラムやフ ァイルを複数人が 同時にアクセスすることが現在の このTSSで は

不可能 である。2つ 以上 の端末か ら同じプ ログラムを特別な機能を使わず に使用で きる事が望まし

いo

メイ ン ・メ モ リ容量 ファイル ・エ リアの制限 も,あ る種の仕事で は障害となった。 しかしこれ

は このTSSの 規 模か らすると止 むを得ない ものか もしれない。

問題点 としてはハ ー ドウエ アに対す るもの,オ ペレーティング ・システムの 設計仕様に対す る も

の,プ ログラム技 術に関するもの,端 末の機能や管理上 の問題まで含めて広い範囲にわた るが,当

セ ンターの実験結果 としてまとめ ると次のような諸点があげ られ る。

(1)端 末 およびシステムが不安定であ る。
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(2)

(3)

(4)

(5}

(6)

(7}

(8)

同 じグル ープ内 で2っ 以上の端末機を使用す ることがで きない。

シークェンジ ャル ・ファイル しか使えない。

同時に使用で きるデ ィス ク ・ファイルが6個 以下

ユーザのための使用で きるデ ィスクの領域が小 さい。

〃 記憶領域 〃

科学計算用FORTRANラ イ ブラ リの信頼性がとぼしい

FORTRANが 会 話モ ー ドで使用で ぎない。
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3.シ ステムプ ログラム記述用言語P

LDに よる会話型言語プロセ ッサ

CPLの 開発



,



3.1 P D の 概 要

従来コンパ イラ等 所謂 システム・プログ ラム とい われ るものの大 部分 はアセ ンブ リ言語 を使用 して作

成 されて きた ようである。

アセンブ リ言語を使用 して システム・プログラムを作成す る利点 あるいはその必要は,そ れが機械語

と1対1に 対応す るか らであ り,シ ステム・プログラム作成にお ける最 も重要なハー ドの機能を完全に

活用で きるか らであ る。

しかレ,ア セ ンブ リ言語でcodingす る場合なん といって もそのわず らわしさが最大の難点であ

るが,こ のわず らわしさの原 因は次の ような点か らくると思われ る。

○ アセ ンブ ヴ言語を使用するにはハー ドの もっ機能あるいは特徴を熟知す る必要があ り,そ れ を使

用出来 るよ うになるにはコンパイ ラ言語に くらべ相当期間の教育,訓 練が必要である。

○ デバ ッグがめんどうであ る。

○ プログラムの保守が容易でない。

○ 文書 化に適していない。

Omachineorientedで あ る。

我 々は今回会話型PL/1コ ンパイラ(CPL)を 作成す るにあた り,System記 述 用の言語プ

ロセッサPLDを 作 成 し,そ れによってCPLを 作 成す ることに した。

会話型 プロセッサをコンパイラ言語で作 った例 としては,ス タンフォー ド大学のACMEコ ンパイ

ラがある。

これは同大学のACMETSSの もとで働 く会話型PL/1プ ロセッサでその大部分をHレ ベル

のFORTRANで 記 述 してい るといわれ る。

我 々の場合ALGOL,FORTRAN,COBOLと い った既存 のコンパイラ言語 を使用せずP

LDと い うような ものを作成 した理由 としては

① 実行時間をな るべ く速 くするため可能な ものはで きるだ け機械語 のobjectを 作 る。ま たBI

T操 作 の機能が必要であ ること。

②CPLの 言語仕様が会話型言語として は割合大 きな ものなの でFORTRANやCOBOLで は

難点があ る。(例 えばPLDで は算術データにおける精度の指定やStructureが 使用で きる∂

③CPLに 限 らず他の システム ・プログラムを作成する場合に もPLDは 有 効であ る。

④CPLが 会話型言語プロセッサであ るためオブジェク トが リエン トラン トであ ることがのぞまし

い』

などの点があげ られ る。 またPLDの 作 成にあ たっては

Oobjectの オ プテ ィマイズをで きるだけ行ない質を良 くす ること。

○ デバ ックの機能をそなえること。
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会話型PL/1言 語 プ ロ セ ッ サCPLは 当財団で行な ってい る遠隔情報処理システムの研究開発

事業 の一環 として前年度か ら継続 された ものである。

これまで言語プロセ ッサのよ うないわゆるシステム ・プログ ラムはほ とん どアセ ンブ リ言語で作成

されて きたが,CPL作 成 にあたってはコー ディング量が膨大なた めアセ ンブ リ言語に よる単純な ミ

ス を防止 し,ア セ ンブ リ言語に習熟していない もので も容 易にプログラ ミング出来 るよう,コ ンパイ

ラ言語に よって作成 するこ とを試みた。 このためCPLの 設 計と並行 して,シ ステム記述用言語PL

D(ProgrammingLanguageforSy8temDescription)を 作 成し,CPLの

大 部分(約80%)を このPLDに よ ってコーデ ィングした。システム・プログラムの作成に コンパイ

ラ言語 を用い る場合いろいろな長 所短所があるがPLDを 使用 した経験によって,Carele8s

mi8Sの 減少,ア セ ンブ リ言語によって コーデ ィングした場合とのオブジェク ト・プログラムの効率

の評価,言 語の汎用性 ドキ ュメ ンテーションへの利点な どが実証された。

以下PLDの 概 要 と,PLDに よ るオブジェク トとアセンブラ言語によるコーデ ィングの比較例を

あげる。
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○ シス テム記述 に便利 な機能 を持つ .こと。

O機 能の拡張が容易であること。

Oあ る特定のシステムを作成す るための手段ではな く,他 の システム作成 にっいて も十分考慮 して

あ ること。

Oあ る程度の機能を備 える迄はアセンブリ言語を自由に組 み込め ること。

以上のよ うな点 を考慮した。一方PLDに 対 す る制約条件 としては

(1)こ のPLDは,FACOM230-60のMONITOR-Vの 下 で働かせ るので,オ ブジェク

トの効率をあげるために,230-600rientedで あ り,か っMONITOR-Vorie-

ntedに せ ざるを得ない点があった。

(2)対 象 がTSS用 の プ ロ セ ッサであるため,こ のPLDが 作 るオブジェク ト・プログラムは リエ

ン トラン トでなければな らない。

(3}短 期 間(約6ケ 月)で 完 成させねばな らなか った。

な どがあった。

なお,こ のPLDの 計 画は始 めか らあった わけではなく,CPLの システム設計を進 めてゆ くうち

に,そ れとな く具体化 してきた話であ る。

したがって充分時間 をかけて慎重に言語仕 様をきめたわ けではないので,や や つけ焼刃的な ところ

もある糖 今後の使用経験 を充分 フィー ドバックさせて機能の追加や改良 をお こなってゆきたい と考

えている。

3.1.1PLDの 言 語 仕 様

Oシ ステム・プログラム記述用言 語に必要な機能

○ システム・プログラムを作成するためだけを目的 とするならば,そ の機能は極 く簡単な もの で良い

のではないだろうか。 例えば数式や入出力の機能には相当な制限を加 えても支 障はない と思 われる。

コンパイラ作成に於いて乗除算 を使用す るのは非常に少ない ものであ る。

CPLの 作 成(コ ーディング)に 際 して特に必要 と思 われた機能をあげ てみる と,

① 比較(=㍉ ≧ 〉,<等)

②Characterhandling

③Bithandling

OBitの オ ン,オ フお よびその検 査機能

OShiftの 機 能

OAND,OR,NOTの 機能

④ 異 った変数名お よび属性で同一 データを参照出来 ること。

⑤ 変数(配 列やテーブルの要素 も含む)が 割 り当て られたア ドレス を求め る機能

⑥ 間接 ア ドレスの機能

⑦ テーブルの索引
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⑧interna1お よ びexternalに よ る変数名 の使用が可能であ ること。

PLDで は これ らの機能の うち④以外 の機能 は全て満足す るように作成 されている。④の機能 につ

いては現 時点では一部属 性のチ ェックを省略することによって同一 デー タを異なる属{生で呼び出せる

ように して いる。

以下に言語仕様をのせ る。
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3.2 文 字,名 前,デ ー タ 要 素

3.2.1文 字

PLDに お いては,FACOM230-60で 許 され るすべての文字 を書 くことがで きる。 この文

字 は 下 記 の と お り で あ る 。

英 文 字A,B,C,D,E,F,G,H,1,J,K,L,M,N,0,P,Q,R,S,T,

U,V,W,X,Y,Z,

の26文 字

数 字0,1,2,3,4,5,6,7,8,9の10文 字

片 仮 名 ア,イ,ウ,エ,オ,カ.キ,ク,ケ,コ,サ,シ,ス,セ,ソ,タ,チ,ツ,・ テ,ト,

ナ,二,ヌ,ネ,ノ,ハ,ヒ,フ,へ,ホ,マ,ミ,ム,メ,モ,ヤ,ユ,ヨ,ラ,リ,

ル,レ,ロ,ワ,ン,",O,

の47文 字

… 霧 二:;:爲 惑;:⊥ △L… ・)・・J"-t「/

の30文 字

3.2.2名 前

PLDに おいては,値 の参照,処 理手続 の参照 は名前によっておこなう。名前は,英 文字で始 まる

8文 字以内の英数字の列でな ければな らない。 もし8文 字 を超え る名前が出現 した場合には,は じめ

の8文 字だけが有効 とな り,そ れ以降は,無 視される。

3.2.3デ ー タ の 要 素

PLDの あっかうデータは,ビ ット,文 字,数 値の3種 類があ る。

(1)ビ ッ ト定 数

ビッ ト定数は,36個 以 下の1と0の 連 らな りを▽で囲んでその後にBを っ けた ものである。

例 ▽1▽B

▽100011010100▽B

▽000111▽B

ビッ ト定数は,計 算機の内部表現 としてla,36bit(1word)と られるために,▽1

▽Bと ▽100▽Bは 同 じ値 を持
っていると見なされ る。

② 文字定数

文字定数は,136個 以下 の文字の連 らな りを▽ で囲 った ものである。ただし,▽ を表現したい
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時には▽▽ と2つ を連 らねて書 き,こ れが1個 の▽ とい う文字 をあらわしてい ると見なす。

例 ▽CHARACTER-STRINGタ"ヨ ▽

▽▽▽QUOT】i】 ▽▽▽

文字定数は,計 算機の内部表現 として,4characterを1wordと しword単 位 に

値をとってい くために▽ABCD▽ と▽ABCD▽ と は,そ れ ぞれ占有す る大きさが異な るカ～

▽ABC▽ と▽ABC▽ と は同じ大きさのエ リアを占有 し
,値 も'全く同じである と見な される。

(3)数 値定 数

数値定数は,0～9ま での数字の連 らな り,あ るい はそ の前 に十,一 のいずれか一方の符号をつ

けた ものである。

例12345

十101

-303

数 値定数 は,計 算機の内部表現と しては,36bit(1word)と られ るために,・-343

5973,8368か ら十343,5973,8347の 間 の値 を持 たなければな らない。

(4)ビ ッ ト変数

ビット変数は,英 文字で始まる8文 字以内の英数字 の列であ り,DECLAREあ るいは,TA

BLE文 で,BITと 宣言 されていなければな らない。

⑤ 文字変数

文字変数は,英 文字で始 まる8文 字以内の英数字の列であ り,DECLAREあ るはは,TAB
も

LE文 で,CHARACTERの 宣言 と同時に,そ の文字変数が何文字よ りなっているかを指定し

な ければな らない。

⑥ 数値変数

数値変数 は,英 文字 で始まる8文 字以内の英 数字の列であ り,DECLAREあ るいは,TAB

LE文 で,FIXEDと 宣言 され るか,そ のプログラム単位の中で何の宣言文もな く使用 された時

に数値変数 とみな される。

(7)ポ イ ンタ変数

ポイ ンタ変数は,英 文字で始 まる,8文 字以内の英数字の列であ り,DECLAREあ るいは,

TABLE文 で宣言 されていなけれ ばな らない。 ポインタ変数 は,TABLEの 要素 を参照す るた

めに もちい られ る。

⑧ ア ドレス変数

ア ドレス変数 は,英 文字で始 まる8文 字以内の英数字の列であ り,DECLAREあ るいは,

TABLE支 で宣言 されていなければな らない。 ア ドレス変数は,そ の値 として変数の番地を持っ

てい る。

(9)配 列

配 列は,1次 元 の順序 をつけた要素 の集合で,そ れ らの要素 は,み な同 じデー タの宣言を もつ。
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配列を使用するためには,DECLARE文 で 宣言 しなければな らない。ロ
例DECI、AREA(100)FIXED;

ao)テ ー ブ ル

テーブル は,舗 テープ,レを作、,、めの も。(・,,A、L、 姪 鯖 されていなけれ・まな らない.

各 テーブル要素か らな り,各 テーブル要素は同じデータの宣言 をもつ。

ω オク タル定数

オクタル定数は,12個 以 下の0～7の 数字の連 らな りを▽で囲んで,そ の後 に0を っけた もの

である。

例 ▽12345▽0

オ クヨル定数は計算 機の内 部表現 としては左側か ら入る。
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3.3 各 ス テー トメ ン トの 解 説

3.3.1PROCEDURE文

PROCEDURE文 は,以 下の文がPLDで 書 いたプログラム単 位であることを宣言する と同時

に,そ の入 口名 を定議する。

一般型1・b・1・PR・C-〔 ・PT・ ・N・(MA・N({ξ 躍 数})〕 ・

1abelは このProcedureの 入 口を示 している。

OPTIONS(MAIN)は 書 いてあれば これがmainprogramで あ り,書 いてなければ

SubprOgramと 見なされ る。

PLDで 書 かれたProgramの 中に表われる変数は,A群 とB群 の2っ のグループにわかれて

areaが 確保 さ札 それぞれのグループはプログラム単位 とな り,mainI)rogramの 実行の

最初 の段階でLOADさ れ る。 ・

◎"PROCEDURE"と 書 くかわ りに略称 としてttPROC"と 書いて も良い。

◎PROCEDUREは 入 れ子にすることは出来ない。

◎OPTIONSの カ ッコの中に(A,数 値定数)あ るいは(B,数 値定 数)と 書いた場合は,

このprocedurはAあ るいはB群 の中にとられ る。数値定数 は,こ のprocedu■eが 占 める

word数 を指定すればよいが,実 際 のword数 よ り,大 きいか等しくない と満足な結果は得

られない。

3.3.2DECLARE文

DECLARE文 は,名 前に対 してそれが変数名,配 列名であ ることを宣言 し,同 時にデータの属

性を定義す る。

一般型DECLARE〔 肌 ・CK({9})〕 指 定・紘 …・縦 ・

BL・CK({会})暗 ・・てあれば・ ここで宣言された名前がすべ てA・ ・B群}・ 属する・とを

示 している。省略されればA群 とみな される。

指定:{嶽

(_)〔VARY、A、ED。 〕}属性 属性 … 属性

属性は次のとお りである。nは1,2,4,5,6

1NTERNALorEXTERNAL

BITorFIXEDorCHARACTER[(数 値定数)〕orPOINTER

orADDRESS

INITIAL(Intial定 数指定)EVEN

属 性の指定は必要なだけ書 くことは出来 るが,そ の間に矛盾があってはな らない。
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INTEBNAL,EXTERNAL

gINTERNALは
,こ のprocedure内 だ けで参照で きる名前であり,EXTERNALは ・

外部のprocedureで 同 じ名前がEXTERNALの 宣 言がなされていれ ば同一 の番地を さして

いる。

BIT,FIXED,CHARACTER,POINTER,ADDRESS

これ等は,そ れぞれ ビッ ト銚 数値 変数 文字変数 ポイン タ変数,ア ドレス変数で指 定して

お り,CHARACTER変 数 において長 さを指定 されなか った場合は,4文 字 とみ なす6

1NITIAL

INITIALは,配 列あ るいは変数に対して初期値をあた える もので,配 列 に初期 値をあた え

る場合には配列要素全部にあたえなければな らない。初期値には,定 数を書 く,

1・NITIALの 定 数の指定方法 は,定 数 を書 く加 数値定数x定 数のいずれかであ り,後 者の

場合は定数が数値定数値だけな らべ て書かれた もの とみなす。

◎ 属 性の定数が省略 され た時にはINTERNALFIXEDと み なされ る。

◎ 配列名の指定 の時にVARYと 書 くことによ り,配 列の大 きさは一応数値定数で指定 され たとお

りであるが,EXTEND文 を使 うことによ り数値定数単位で配列の大 きさを大 きくす ることがで

き る。

◎ 省略型

PROCEDURE→PROC

CHARACTER→CHAR

INITIAL→IN工T

3.3.3TABLEDESCRIPTION文

TABLEDESCRIPTION文 は,こ こで定義す る変数名 をTABLEと して使うことを

指定 している。

一般型:TABLE〔DESCRIPTION〕tablename(数 値 定数)

〔肌OCK({合})〕 〔VARYBASED・ 〕C・NTR・LLEDP・i・-

tet変 数 名,指 定,指 定,… …,指 定;nは1,2,4,5,6

指 定:table要 素 名 属性

属 性:DECLARE文 の属性の指定でINTERNALとEXETERNALを の ぞいて

すべてできる。

tableに お いては,table名,table要 素 名,Pointer変 数 名 はすべてEXTERNA

Lと み なされ る。

例 下図のよ うなtableを 作 る場合のTABLEDESCRIPTION文 は以下のよ うに

す ればよい。
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TABLEl

IMAGECHAR(8)SWlBITSW2BITWORDFIXED

ABCD△ △ △ △

100個

TABLED]i】SCRIPTIONTBL1(100)CONTROLLEDP1,

IMAGECHARACTER(8),SWIBITINITIAL(100r〈 ▽(アBX

SW2BITINITIAL(100*▽O▽B),WORDFIXED;

注PROCEDURE文,DECLARE又TABLEDESCRIPTION文 は,宣 言

文 と言い,実 行文よ り前になければいけない。特にPROCEDURE文 は プログラムの先頭で

なければな らない。

3.3.4代 入 文

代入文について述べ る前に変数の種類にっいて述べる。

変数{∴ 膿 一 素

単純変数:そ の名前を指 定す ることによ り一 意的 にデー タが参照で きるもの

配列要素:配 列 として宣言 された場合,個 々のデータを参照す ることは配列の何番 目の要素で

あ るかを指定 しなければな らない。 この個々の要素の ことをい う。

修飾テーブル要素:テ ーブルの要 素は一般的に言って配列になってお り,こ れを参照するため

には,ポ イ ンタ変数を使って修飾しなければな らない。

以上3っ をあわせてスカ ラー変数 とい う。

代入文の一般型

スカラー変数 一 スカ ラー式;

配 列=配 列;

スカラー式で許されるの は,a,b,cが 定 数スカラー変数あ るいは標準 関数呼び出し とした時に,

a*b十c
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a*b-c

a/b+c

a/b-c

・&b,・lb,一 ・'

の以上7種 あるいはその一部が省略されたもの である。

3.3.51F文

IF文 は,programmingに お いて,条 件分枝 をす るために用 い られ る。

一般型:

・儀 ∴ 一 一一{議J
THENGOTOラ ベ ル;

relationaloperatorは 次 の6種 である。

=〉 ,〉,=,一=,〈,<=

Ooperatorの 左 右の変貌 あるいは定数の長 さが違 うときには短かい方 に合わせて比較を行 な

う。

3.3。6SEARCH文

SEACH文 は,TABLEDESCRIPTION文 で定義 され たtable要 素 の中か ら・指

定 したkeyと 同 じもの をさが し出してくるものであ る。

一 般型:SEARCHス カラ}変 数名FROMtable要 素 名

IFEXISTTHENGOTOラ ベル;

このSEACH文 に よってtable要 素の中か ら変数 名の内容 と一致 するものをさがし出 した場合

は,そ のtableに 指定 されたポイン ト変数 は,一 致 したtable要 素 の番地(要 素 の先頭か らの相

対番地)を さしてお り,一 致 した ものがなかった場合は,次 に登録すべ き要素の番地 をさしている。

3.3.7GOTO文

GOTO文 はprogramのcontrolを 他 に移す。

一般 型

GOTOラ ベル;

3.3.8計 算GOTO文

単 純変数の値によってprogramのcontro1を 移 っす場所 を変え るswithの 役 割 をはたす。
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一般型

GOTO単 純 変数名,(ラ ベ ル1,ラ ペル2,一 ・・tラ ベルn)

単 純変数の値が1の 時 ラベル1,2の 時 ラベル2,nの 時 ラベルnにcontrolを 移 っす。

3.3.9DO文

DO文 以 下 このDO文 に対するEND文 までを変数の値を変えて実行することを指定す る。

一般型

D⌒ ≡{灘:
数、}TO{璽麗 麗、}・Y{灘=数,}・

数値単純変数の値を数値定数1(or変 数1)か ら,数 値定数3(変 数3)く ぎ りで,数 値定数2

(変 数2)ま で くり返し実行することを指定 する。

◎DO文 か らEND文 までをDOblockと い い,こ のDOblock内 に は,DOblockの

外か ら飛び込んではいけない。

◎DO文 は,入 れ子にして指定する ことが出来 るがVer8ionOで は最大4重 まで しか指定でき

ない。

3.3.10END文

END文 はDO文 の終了 を示すか,PROCEDURE文 の終了 を示 してい る。一つのProgra皿

単 位は,DO文 の数だけそれに対応す るENDが あ り,PRbcEDUREの 最 後 を示す。END文

で 終 っ て い る。

一 般 型

END;

3.3.11STOP文

このJOBstepが 完 了 し た こ と をmonitorに 伝 え る 。

一 般 型

STOP〔 数 値 定 数 〕;

数 値 定 数 はJOBstepの 完 了 コ ー ドを 示 す。

3.3.12CALL文

も ど り番 地 をSetし てprocedureにcontrolを わ た す 。

一 般 型

CALI、procedurename;
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3.3.13RETURN文

現在実 行中のprocedureを 呼 んだprocedureにcontro1を わ たす。

一般型

RETURN;

3.3.14ENTER文

以 下のプログラム部分がown-codingで あ るこ とを示す。

一般型

ENTER〔COMMUNICATIONMODE〕;

◎COMMUNICATIONMODEは,あ っ てもな くて もよい。
,

◎ENTER文 に っけられ たラベルは無視 され る。

3.3. .15EXlT文

この文でown-codingのProgramカ ∫終了 した ことを示す。

一 般型

EXIT;

◎EXITの ラベルは無視 され る。

3.3.16EXTEND文.

EXTEND文 は,DCL文TABLE文 にお いてVARYと 宣言 され た変数の大 きさ(配 列の

totalsize)を 大 きくするこ とがで きる。変数の大 きさは一度EXTENDさ れ るたびにもとも

ともっている大きさだけ増加する。

一般 型

EXTEND変 数 名,変 数名,… …,変 数名;

3.3.17CANCEL文

CANCEL文 はA群orB群 のいずれか一方あ るいは両方をPrOgram上,必 要 な くなった時

にareaをmonitorに 返 えす役割 をす る。

一般型

CANCEL群Name〔,群name〕;

群nameは,Aあ るいはBで ある。

3.3.18ENTRY文

ENTRY文 は一つのprocedureに 対 して複数個の入 口を作 るための ものであ る。
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一 般型

labelENTBY;

この ときのlabe1が 入口名 とな る。

標 準 関 数

(1}SUBSTR(P1,P2〔,P3〕)

P1:Bit変 数

P2:数 値 定数

P3:数 値定数(省 略の ときは1と みなす)

P1で 指 定 されたBit変 数 のP2Bit ,目か らP3Bitを 新 し くBitデ ー タとして とりあ

っか うことを指定する。

例 ・

Aが ▽100010101100001111111101011000110101▽BのBitス ト リング

の時

SUBSTR(A,5,10)は,▽1010110000▽Bと い う値 を持つ。

(2)ADDR(P1)

P1:変 数 名

P1の 値が はいってい るaddressを 値 とするア ドレス変数 とすることがで きる。

(3)INDIRECT(P1)

Pl:ア ドレス変数

この関数の引用によって,ア ードレス変数が持 っている番地の値 を参照 することがで きる。

(4)CHARX(P1,P2)

P1:文 字変数

P2:単 純 数値変数or数 値 定数

文 字変数P1のP2character目 を デー タとしてあつか う。

P1の 値 が▽COMPUTER▽ の時

CHARX(P1,6)の 値 は,▽T▽ とな る。

(5)CHARY(P1,P2〔,P3〕)

P1:文 字変数

P2:数 値 定数

P3:数 値 定数(省 略時 は4と みなす)

文字変数PlのP2character目 か らP3characte■ を データとしてあつか うこと

を指定す る。ただし,P2-4n十1,P3-4n(nは 自然数)の 値 を持 だなければな らない。

(6)SH'IFTR(P1,P2)

P1:ス カラー変数 でかっ1word分 の しか指定できない。

P2:数 値定数
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(7)

スカラー変数P1の 値 を10gicalにP2bit右 シ フ トを し,左 側 に0を っめてい く。

SHIFTI」(PLP2)

P1:ス カラー変数でか っ1word分 しか指定出来ない。

P2:数 値定数

スカラー変数P1の 値 をlogicalにP2bit左 シ フ トし,右 側に0を つめてい く。

3.3.19PLDの 問 題 点

CPLの80%程 度 はPLDコ ー ディングで きるがPLDで は不都合な個所 もあるのでその部分は

アセ ンブ リ言語を使用す ることにした。

アセ ンブリ言語 を使用 したのは以下の部分である。

○ 入出力

O割 り込み

Oデ ータの変換

文字データ ≒ 算術デー タ

算術デー タ間の変換(10迄2進 固定≒ 浮動)

そ の他PL/1で 行 なわれ るデータの変換

010進 演算

PLDを 使用 してみて今 後追加拡張すべ きだ と思われ る機能は,っ ぎのよ うな ものである。

①PL/1のDEFINED属 性あるいはCELL属 性 のような機能

② 入出力機能

③ 割 り込み機能

④ データの変換機能

⑤ デバ ック機能

これ らの機能はシステムプログラム作成用の コンパイラとしては当然必要なものであ ろうが
,PLD

'で,こ れ らの機能が不十分であっ た理由としては

① その作成期間が非 常に短期間でな ければな らなか った こと。

②PLDで 書 けることは書 けても,オ ブジェク トの効率があまりにお ちるよ うな ところは アセ

ンブ リ言語を組 み込むことにした。

③objectを リエ ン トライ トにす ることを可能と したため特に入出力 機能等はめん どうであ

ること,ま たこれ らはFACOM230-60MONITOR-VTSSモ ニ タ ・デー タ.

管理 システムマクロ等の関連が あ りアセ ンブ リ言語 を組み込んだ方が多様性があると考 えた

こと。

な どがあ げられる。

またPLDを 使用 したメ リッ トとしては,

① アセ ンブリ言語 を習熟 していな くてもコーディ ングで きる。
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② コーデ ィング時間を大 巾に短縮で きる。

③ アセ ンブ リ言語に比 らべ文書化に適 してい る。 また この ためデバ ックが容易であ る。

な どがあげ られ る。
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3.4PLDとassemblerのcodingの 比 較

PLDを 設計するにあたってobjectprogra皿 の 効率を大 きな目標 とした。 この ためには,

まずは,array要 素の処理をす る場合 にIndexRegisterを 使 ってreferす るのであるが,

プ ログラムの申で,こ れが使用 され る割合は比較的多いので,こ れをoptimizeす るこ とを考ん

一度subscriptをIndexRegi8terに 入れた ら,や むを得ない場合をのぞいてはIndex

Registerに はいってい るものを使用して演算をお こな うことにした。

例をあげてみると,

A(1)=B(J)十C(J),

A(1十1)・==B(J十5)十C(J-3);…

J=J十1,

A(1-1)=B(J),

1」ABEL:A(1)=B(J),

①

②

③

④

⑤

こ の よ うなsourceProgramが は い っ て き た 時 に は,

① に お い て,A(1),B(J)をreferす る た め に1,JをIndexに い れ る 命 令 がGene-

rateさ れ る がC(J)をreferす る た め に は,す で にindexにJが は い って い る の で そのln-

dexを そ の ま ま 使 用 す る こ とに な る。

次 に② に お い て は,1,Jと もにIndexに は い っ て い るの で そ れ を 使 用,③ に な る とJの 値 が 変 っ

て く るの で,こ こでIndexにJが は い っ て い る もの は 全 く意 味 を持 た な くな っ て く る た め にJは

Indexに は い っ て い な い こ とに す る。

④ に お い て は,1はlndexに は い って い る の で そ れ を 使 用 し,Jは あ ら た にlndexにLoadし

て く る 。

⑤ のstatementに は ラベ ル が っ い て い る の で,ど こ か ら と び こ ん で く るか わ か らな い 。 そ こで

あ らた にIndexにLoadす る 命令 をgenerateし てreferす る。

この よ うに し て,か な りoptimizeが 出 来 た もの と考 え て い るが,今 の と こ ろImmediat命

令 を う ま く使 用 してmemoryの 占 有 を 少 な くす る よ う努 力 中 で あ る。 実 際 にPLDでPLDのGO

TO処 理 計 算GOTO処 理 ル ー チ ン をcodingし て み て,assemblerと く らべ て み た と こ

ろ,memoryの 占 有 率 は,1.16倍 と な っ て お り,か な り う ま くい っ て い る。 これ に,現 在 気 づ い

た 点 を 改 良 す る と,objectは1.05倍 ま で に す る こと が で き る が ・ こ れ を 更 にLOOに 近 づ け る

こ と はcompilerleve1の 言 語 で は 無 理 か も しれ な い 。

EX1は,GOTO,計 算GOTO処 理 ル ー チ ンをPLDでcodingし た もの と,PLDが

generateし たFASPの1istで あ り,EX2は,CharacterhandlingをPLDで お

こ な う 例 で あ る。
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4.JOLDORに お け るSDIシ ス テ ム
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4.1JOLDOR

JOLDOR(JIPDECOnLineDocumentRetrievalSystem)は,昭 和43

年度 か ら開発を進めてい るオンラインの文献検索システムであ り,当 財団設置のFACOM230-

60TSSを 対 象とし,端 末 にキ ャラクタ ・ディスプレイとタイプライタを用い,遠 隔地か らで も,

素 速 く文献の検索がで きる事 を目標に したシステムであ る。

JOLDORで は,使 用する機器の機能,あ るいは,さ しあたりの利用 目的か らして,次 のような

点 を設計目標および特徴としてい る。

(Dタ ー ミナル'ユ ーザ との応答は,5秒 以内に行われ ること。

検索に手間どる場合で も,現 在処理中である旨,何 等かのメ ッセージ(message)を 出 す。

(2)フ ァイル設計は検索時間の短縮を最大目的とした。

(3)フ ァイルの更新は,on-1ineで タ ー ミナルか ら随時行い,月 に一回程batchのupdate

で乱 れたfileのdirectryを 整 理する。

すなわち,on-line,batchの 併用で更新 を行 う。

(4)タ ー ミナルとして,タ イプライタとキ ャラクタ ・ディスプレイ(charactor,display)

をペ アにして使 うこととした。 デ ィスプレイで,表 示が一度にパ ット出 るとい う利点を生かし,必

要な もののみを指定 して タイプライタにハー ドコピーをとらせ る。 またユーザが使用 しアこコマン ド

・エコー(commandecho)も タイプライタに全 部プ リントさせ る。

(5)入 力 データは各文献につ き次 の項 目を入れ る。

標題

著者名(所 属をふくむ)

文献 目録(詩 名,巻,号,ペ ージ,年 代)"

デ ィスク リプター(必 要な らば20個 まで)

文 献番号

(6)検 索 タームは 自然語を対象 とし,各 文献の標題と・附加 されtgデ ィスク リプタによ る。

(7)検 索 タームにはAND,OR,NOTの 論理演算をゆ るす。

(8}現 在の システムにシソーラスは入 っていないが,将 来適当なシソーラスができれば,入 れ られ る

ように設計してあ る。

(9)バ ッチ用のKWOCシ ス テムを使 ってキ ー(key)の 分 布や長 さ,リ ス ト構造にした時の ノー ド

(node)数 等の分析を行い,そ の結果を充 分反映させてフ ァイルを設計 した。

⑩2つ 以上のター ミナル ・ユーザか ら同時の要求に応 じられ るよ うに,こ のシステムは リエン トラ
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ン ト(rbentrant)に 作 られてい る。

⑪ 年号 ・書 誌名等 によ り,検 索範囲をしぼることができる。

働 ヒス トリー ・ファイル(historyfile)を 別に作 り,検 索統計をとり,シ ステムの改良 ,

フ7イ ルの内容の更新等の資料とす る。

圓 収録文献は,さ しあ たりコンピュータ関係 の論文 約2万 件を対象とす る。

ω ユーザの質問に応じて,コ マン ドの使い方をデ ィスプレイするガ イダンスの機能を有 する。

個 バ ッチ処理でSDIサ ー ビスとKWOCサ ー ビスを行 う。

JOLDORシ ステムの概要を図1に 示す。

索引サー ビス

(KWOC.KEY
WORD)

HISTORY

FILE

システ

計表

フ ァイル' .ソェ不

レ 一 夕

オンライン

質 問 応 答
サ ー ビ ス

SDI

サ ー ビ ス

ユ ー ザ ー

プ ロ フ イル

タ ー ミナ ル

¢碕 スプレイ,タイプライタ)力

SDI

リス ト

図1JOLDORシ ステム概要

この うら・印のついてい る部分は昭和43年 度 に作成済みの ものであ り,*印 の ついている部分は

昭和44年 度 作成のものであ る。 ただし,オ ンライン質 問応答サー ビスの,ユ ーザとシステムの会話

部分は,FACOM230/60TSSの 完 成が遅れてい るので,未 完 であ る。
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4.2SDIシ ス テ ム

本年度開発 したSDI(SelectiveDi88eminationofInformation:選 択 情

報配布システム)に っいて,そ の概要を次に示す。

SDIと は,ユ ーザが自分の興味のある主題を,キ ーワー ドであ らか じめ登録 してお き(User'8

Profile),シ ス テムに新たな文献群(新 しい情報の集合)が 加 え られ た時点でそめ新文献 ファイ

ルと照合 し,ユ ーザ ・プロファイルと適合 した結果を出力 して各 々の ユーザに配布するシステムのこ

とであ る。SDIに よ って,ユ ーザは自分に必要な主題についての最新の(currentawarenes8)

情 報 を得 ることができる。

SDIの プロセスの流れを図2に 示す。

USER'S

PBOFILE

USER

有用度判定

PROFILE

修 正

新 刊 文 献

フ ァ イル

SDIサ ー ビス

図2
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ユーザ ・プロフ ァイルの登録

ユーザがプロファイルを登録す るには,図3の 様式の プロファイル登録表を用い る。 ユーザは,ま

ず,自 分の興味のある主題を,JOLDOR・ キ ーワー ド・リス トを参照して(図3)30文 字以内

で,い くっかのキーワー ドで書き込む。

'JOLDORSDIプ ロ フ
ァ イ ル 登 録 票

識

別

カ

ー

ド

御 名 前

10 20 30

」/ρθfO . アメβ∂

登 録

年 月日
コ メ ン ト

適

数'

㌘
合. ド

数

識

璽
L

ユ ーザ

コ ー ド

プ

5番

7号
ル

31 36 374C 50 60 6162 6364 田66 6772 7476

4 4 0 2 0 ノ o 3 0 6 0 0

図3
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養萱量一 」OLDOR _.-SY.STE卜4.一.一 －K.EY!-WORD__L-L.S1二 .静豊 畳古 畳._,一__._....__..69.、!.O.7-・.2.4

...一_一一..KEY三 三WORD-_ __.」三NTRY

祷GO〔1「)ARD

祈GO●MOKU

苦...GOLDBERG...

養GOLDEN

,_一
1

1

祷」-GOOD.._...

升GOODNESS

畳60VERNM

1

1

3

ceGPO

畳_GPsS.一.___

畳GPSS●3

L

1

N __、GRACEFUし.

_._1_

升GRAnE

1

-._t.__._一._.._.、._..1

1

一一一ーー一____」_ft_GRADLENiL

祷GRADIENTs

祷..GRADUATF

祈GRAF

普GRAFlCAL-DA .TA-RROCE.SSI_N.G

1

__._____..2.___9

1

祷GRAHト4卜4ARS'

___.一...1___

1

査__GRALL－

eeGRAlL!GRAPHIC

、畳_..GRAM_-

scGRAM-S(HMIDT

萱_GRAMト4AR-__一_

1

1

1

畳GRAMMARS

.5-一_._

25

LGRAMMAT

畳GRAS,1MER

唄L『GRAト4!ERS_,

1

祈GRAMト41NG

sc._GRAPH-..t_

各G.RAPHEX

－一^'一 一

3___

1

一47_.___

ユ

______」 』GRAPHI

普GRAPHICAL

祷 ・一.GRAPHlCAL-DA手A-PROCESS・:-NG-一 ーーー一

11

祷GRAPHTC5

.養,..GRAPHING-._

_一____=4tt.t

109

骨GRApHITE

.養_GRAPH_T,t.{E;ORE

1__一.、'

2

__L.祷.GRAVEL

普GRAPHS .

祷GRA.vlME了ER

、1

39

.葺一.GRAVIMETERS-___.____一.._

__.1___.

養GRAVITY

2

_.1...._.』

9

N_GREAT－

特GREFN

____一 ….,一_____・ 、.祷GREFNIS_

惜GRENOBLE

sc._GRIr》 ■CON.T-ROLL.ED__

1

__..._一 －t__..____.一__._tt___.___._..、1

scGRI「)S

2

1、...

2

___r_一_____鎌 －GR↓n4

升・GRIPE

畳..-tGROIjND

1

祷 ・GROuND.,BASED

StL-GROuP.___ P_-__二__・_■_一,tt

...8_

普 .GROUPED

__■ 一_■___一_____曇_GROu「?_↓NG-._____一

1

.13

.1

善 ♂ミP∩"Pぺ'

図4

..1
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これで,こ の ユーザが欲 しい文献 の対象分野の検索の範囲が きまるわけであ る。

次に,こ の検索範囲か ら,さ らに対象を絞り,い くっかの部分的な文献集合を選択させ るのが,識

別 カー ドの適合数であ る。

さらに,こ れ らのい くっかの部分集合に,必 らず含まれていなければな らないとい う必須語 を指定

す るのが,必 須語指定であ る。

図3の 登録表によ って指定 された,ユ ーザ ・プロファイル は次のよ うにな る。

◎検索範囲,主 題

遠隔端末装置 としてのグラフィック ・デ ィス プレイについて,

キ ーワー ド(6個)

GRAPHIC,DISPLAY,TERMINAL,REMOTE,CONVERSATIONAL,ON-LINE

◎適 合数が3と い う指定であるか ら,上 記のキー ワー ド中で3個 だけ適合すればよい。 したが って

6C3=20通 りの組合せがあ る。

◎GRAPHICとDISPLAYが 必須語の指定 であ るか ら,上 記の20個 の組合せ のうち,4種 の 条件

が残 る。

GRAPHICDISPLAYTERMINAL

REMOT]i】GRAPHICDISPLAY

CONVERSATIONAL

ON-LINEGRAPHIC

GRAPHICDISPLAY

DISPIＬAY

これ らの指定で実際に出力した リス トの例を次に示す。

`}
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例1

USER ⊂ODE3000001PROFILENO.=001

KEY-WORDISET(KEY-WORDNUMBER=06)

骨DISPLAY

祷GRAPHI⊂

CONVERSATIONAL

ON-LINE

REHOTE

TERMINAL

SUITAB|LITYNUMBER=03

『r.'.』 …'
祈祷静1DO⊂UMENTISSELECTED祈 祈祷

NO.01(REFERENCE-⊂ODE=CROOOOO14131)(MATCHEDKFY埠WORDNUMBER=04)

_.(TITFE)↓..・...●DATA(二 〇MMUNI⊂ATlONREQUIREMENTSOFCOMPUTERSYSTEMS.
(DESCRIPTER)…TELEPROCESSING¶CONVERSATIONALCOMPUTING,DATA⊂OLLECTlON・

RO⊂ESS,GRAPHI⊂DISPLAYψDO⊂UMENTPRODUCT|ON¶MULTlCHANNEL

PROCESSiNG¶

(AUTHOR)...・...MCPHERSON,JOHNC.

(TEXT).,.,.,..,lEEESPECTRUM66067EN412

BAＴ ⊂HP

REMOTE

42-45

例2

USERCODE■000001PROFILENO`

KEY-WORDSET(KEY-WORD

TIME-SHARING

3002

NU卜4BER■01) SUl†ABILITYNUト4BER零01

畳蒼蒼10DOCUMENTSARESELECTED吾 吾僑

NO・01

NO・02

NO`03

NO.04

(REFEREN⊂E-⊂ODE=ADOOOO656041)(MATCHEDKEY-WORDNUMBER=01)

(丁1†LE).,..,...SOMEASPECTSOFPATTERNRECOGNlTIONBY(二 〇MPUTER・

(DES⊂RIPTER).鵬60N-LlNESYSTEト4S⑳(=ONVERT、POLYBR|(二 ・(祷PATTERNRECOGNITlON,COMpUTE

RS)⑱CODING・THESES.卜10DELS(SIHULATIONS)・REALTIME■TIME-SHARlNG

・COMPUTERPROGRAM5.GEOMETRICFORMS.

(AUTHOR),,.●,..ADOLFOGUZMAN-ARENASMASSACHUSETTSINSTOFTECHCAHBRIDGE

(TEXT)`.・.・ ●,..REPTNOiMAC-TR-3767EN127

(REFERENCE-CODEnADOOOO682357)(MAT(二HEDKFY-WORDNUMBER=Ol)

(TITLE)◆.......REFERENCEMANUALQ・E・D・TIME-SHARINGEDITOR・

(DESCRIPTER)…QED⊂OMPUTERPROGRAM・(祈TIMESHARlNG⑱PROGRAMMING(COMPUTERS))●CO

RRECTIONS,DA'「APROCESSINGSYSTEMS'lNSTRU(二TIONMANuALS4

(AUTHOR)・.・.・ ・`D・C・ANGLUINCALlFORNIAUNIVBERKELEY

L.P`DEUTS(二HCAL1FORNIAUNIVBERKELEY

(TEX↑)..,,..e,.REPTNOIR-1う9B68ENC69843

(REFERENCE-CODE=ADOOOO682358)(MAT⊂HEDKFY-WORDNUHBER=01)

(TITLE).,.,.●,.REFENCENANUALFORTHETIME-SHARlNGEXECUTlVE`

(DESCRIPTER)・.`GεNIEPROJE⊂T・(養DATAPROCEsSINGSYSTEMS、pROGRAMM|NGLANGUAGES)、

(養TIMESHARING、INsTRUCTlONMANUALS)⑨INPUT-OUTpUTDEVICES⑱TELETY

PESYSTEMS・

(AUTHOR).,..・,.L・DURHAM-CALIFORN1AUNIVBERKELEY

M・ETHERTONCALIFORNIAUNIVBERKELEY

(TEXT)..,.,.,。.REPTNO.R-229B68EN⊂69829

(REFERENCE●CODEコADOOOO6d2953)(MATCHEDKEY-WORDNUMBERロ01)

(Tl↑LE).,.,・ ・,.ATIME-SHARINGMODELWITHMANYCvUEUES■

(DESCRlP↑ER).・ ・POISSONPRO⊂ESSES,TIMESHARING①UEUES¶GRAPHS(⊂HARTS)・(養QUFUEIN

GTHEORY、 誉JIMESHARlNG)⑱MATHE門ATI⊂ALMO【)ELS■S↑ATISTICALPROCESS

ES・PROBABILITY句GRAPHI⊂S,ISRAEL・OPERATIONSRESEAR⊂ 卜↓.

(AU↑HOR)..,●,.,1・ADIRITE⊂HNION'15RAELINSTOFTECHHAIFA

B・AVI-lTZHAKTE⊂HNION-rSRAELINSTOFTE⊂HHAIFA

(TEXT).,,,,.`..REPTNO`O.R.MlMEOGRAP'HSER-212B68EN⊂68819

一83一



㌔

NO・05

NO.06

NO`07

NO.08

NO・09

NO・10

(REFERENCE-CODE・ADOOOO6829う8)(MATCHEDKEY●WORDNUMBER.01)

(TlTLE)....・.・.OUEUEING柄ODEしSFORTlME-SHARlN6SERVICESYSTEMS⑱

(DESCRIPTER)・ ・●POlSSONPRO⊂ESS.TIMESHARlNGOUEUESoGRAPHS(CHARTS).(祈DATAPROC

εSS!NGSYSＴEMS.RE岡OTECONTROLSYSTEM,S》 ⑨(祈QUEUEINGTHEORY・ 拓TIME

SHAR1NG).MULTIPLEOPERATION⑱MATHEMATICALMODELS・
《AUTHOR)・ ・…..1・ADIR!Tε ⊂HNlON-ISRAELINSTOFTECHHAIFA

B●AVI-ITZHAKTECHNlON-lSRAELINSTOFTECHHAIFA

(TEXT》 ・・… ●…REP了NO・O・R`Hl1EOGRAPHSER-212B68ENC69825

(REFEREN⊂E-CODε ロADOOOO689781)(MATCHEDKEY-WORDNUMBERaO1)

(TITLE)..・.....BENCHMARKANALYSISOFTIHE-SHARlNGSYSTEMS¶

(DεSCRIPTER)…ADEPT50COMPUTERPROGRAM・(静TIMεSHARING`PERFORMANCE〔ENGINEERIN

G))⑱FFFE⊂TIVENεSS令MEASUREMEN† もPROGRAMMING(⊂0柄PUTERS)⑱INPUT-0U

TPUTDEVlCES.

(AUTHOR)…`…ARNOLDD.KARUSHSYSTEMDEVELOPMENICORPSANlrA門ONI⊂A

(TEXT).・...・`..RεPTNOiSDC-SP-33479B69ENC691640

(REFERENCE-CODE=CROOOOO13375)(HA†CHEDKEY●WORDNUMBERロ01)

(TITLE)..・..●.・ADM1NlSＴRATION.TOPLEVELINFORMATIONFLOW`

(DESCRlPTER)…UNIVERSl↑YlNFORMAＴIONsYSTEM,ON-LINE・TlME-SHARING・

ANSMISSION,D【SPLAY.SU8SYSTEM句EVALUATION'ALTERNATE

MODε.COSTEFFECTlVENESS●

(AUTHOR)...・..・MlLLER`JAMESG・

(TEXT)・...・....(OMPU了ERSANDEDUCATION35167EN

FACSIMlLETR

OPERATIONAL

229-273

(REFERENCE-CODEs(二ROOOOO13418)(MATCHEDKFY-WORDNUMBERqO1)

(TITLE)・ ・…`・ ・SOMEMAＴHEト1ATICAL⊂ONSIDERATIONSOFTIME-SHARINGSCHEDULlNGALGORI

THMSl

(DESCRIPTER).・ ・SEPERAＴEPRIORITY■OUEUElNGTHEORY勺POlS50NARRIVAL・EXPONEN†IALS

ERVICE`FIRSTCOMEFIRST-SERVEDDlSClPLlNE⑱CONSTANT†1MEQUANTU岡

CYCLICPROCFDURE`CYCLICALLOCATION⑱SlMULATION・pOISSON■

(AUTHOR)...●.1・SHEMER.JA⊂KE・

(了EXT)・....・ ・..J・ACM38067εN142262-272

(REFERENCE-CODEeCROOOOO13453)(MAT(HEDKEY-WORDNUMSER=01)

(TlTLE)........ON-L!NESIMULATlON`

(DESCRIPTER)・ ・●OPS-4,MODELBUILDING・TESTING`OPS已3gCTSS,MULTICS句PL/1gREPROD

UC【BILtTY⑳PARALLELt5卜bHIERAR(二HI(ALDATASＴRUCTURE.INFORMATIONR

F.TRIEVAL`丁1筒E-SHARtNG`SECONDGENERATIONSIMULATIONSYSTEM⑱

(AUTHOR)...・.c.JONES¶MALCOLMM・

(TEXT)・....・...PROC.ACM22NDNATIONAL⊂ONF.422EN591-599

(REFEREN⊂E'CODE=CROOOOO13458)(MAＴ ⊂HEDKEY■WORDNUMBERロ01)

(TITLE).・ ・..・.・THESD⊂ ↑IME-SHARINGSy5ＴEMREVISITED・

(DES⊂RIPTER)・ ・`THREEQUEUES⊂HEDULINGALGORITHM¶USER-MANAGEMENTTECHNIOUE.IMPRO

VEMEN↑SYSTEMACCES5⑱ 丁!MELINESS,SERVlCEQUALITY.

(AUTHOR)...`...SCHWARTZ・JULES:・'

WEISSMAN.CLARK・

(ＴEXT)・ ・.......PROC.A⊂M22ND432EN263●271

・
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例3

USER⊂ODE=

NO.01

NO・02

NO603

NO・04

NO.05

NO・06

000001PROFtLENOdeOO4

KEY-woRDsET(KEY-woRDNuMBER=01)

GRAPH1CS

祈餐祈

SU1↑ABILITYNUMBER=Ol

10DOCUMENTSARESELECTεD 養誉勢

(REFERES4⊂E-CODE・ADOOOO643821)(脚 ⊂HEDKEY-WORDNUMBER・01)

(TITLE)........GRAPHICS・

(DESCR!PTER)・ ・`(骨GRAPHICS⑳ ■COMPILERS)⑱DlSPLAYSYSTEMS・wAVEFORMGENER
.ATORS.NETWORKS

⑳MAN-MACHINESYSTE図S.

=!1:::::::elgE,;二 ㌫;LMASSINST・F・EC・ 乙、tlXi・・T・NLIN⊂ 。・1

(REFERENCE-(二 〇DE零ADOOOO649436)(MA↑CHEDKtY-WORDNUMBER=01)

(TITLE)・..・..・.・AUTOGRAPH・ ⑳ANAUTOCODEGRAPHPLOTTINGSYSTEM.

(DESCRIPTER)…AUTOGRApH・(・COMPUTERPR。GRAMSパGRAPHICS)・(・PLO了TERS,C。MPUTERP

ROGRAMS)・SlGNALS,PROGRAMMERS・DA了ASTORAGESYSTEト 雫S,DIGlTALSYST

EMS,GREATBRTTAIN`
(Au↑H。R)・ … …HARGARET」 ・ †RIGWELLROYALAIRCRAFTESTABLISHMENT

(TEXT)・....・t・.TR-6623e66EN33

(REFERENCE-CODE=ADOOOO646857)(MAT<HEDKEY-WORDNUHBERエ01)

(TI↑LE)… ・・…DIALOG・ACONVERSAT巨ONALPR。GRA酬NGSYSTEMWITHAGRAPHICALOR】EN

TATION.

(DESCRIPTER)…DIALOG・ON-LINESYSTEMS`(養PROGRAト ¶MINGLANGUAGεS.昔GRAPHlCS)`《 骨MA

N－ ト4ACHINESYSTEMS,COMPILERS)`OPERATION・ALGE8RA、lNPUT-OUTPUTDE

VICES,PROGRAト4ト ↑ING(⊂OMPUTERS)・

(AUTHOR).●.・.・.SCOTTHみCA図ERONlITREREARCHINSTψ`CHICAGO,ILL,

DUNCANEWINGIITREREARCHINST..CHICAGO`ILL.

MICHAFLLlVERIGHT

(TEXT)… … …n「Rl-TN可10966EN50
.

tREFERENCE-CODE=ADOOOO6{}6867)(MAT(HεDKEY-WORDNUト4BER=01)

(TITLE)… ・・…ONUSEOFAIRFORCEADPEXPERIENCET
.OASSISTAIRF。RCEADPMANAGEMENT

.VOLUME1■SUMMARY'CON(LUslON5¶ANDRE⊂OMMENDA↑IONS.

(DESCRIPTER)…(祷DATAPR。CESSINGSYSTE村S・AIRFORCE)・HANDBOOKS・INFORMATIONRETR

lEVAL・CLASSIFICATlON句SUBJE⊂TlNDEXlNG・DATASTORAGESYSTE岡S●COM

PUTERS`COMPUTERPERSONNEL、COMPUTERPROGRAMS■ ⊂OSTS・GRAPHICS⑲
(AUTHOR).….・`ALANJ6GRADWAHLPLANNlNGRESEARCH⊂ORP・ ■LOSANGELES

GEORGES・BECKWITHpLANNINGRESEAR⊂HCORP・.LOSANGELES

・TE….__澱 鵬9;,:二,99NgESD,TR-66-67PLANNIIGRESf《RCH6ε2;P"L。SANGEL;9

(REFERENCE-CODE・ADOOOO646868)(MA↑CHEDKEY-WORDNUMBER.01)

(ＴITLD…''"R‖

,Vsl。 ご5,Alll8;EE,IDX,;x;El;IN⊂ET…slsT・IRF・RcEADP・ANAGEM
(DES⊂RlPＴER)・ ∴(・DATApR・CESSI・GsYSTE・S・Al・F・RCE)・ ・ANDB・ ・,S

.1,F。R,ATI。NRETR

、AUTH。R;….…i驚i:Ci顧iiA;=ll`ε胤 罐 感1芝ll鷲i礁ill:1

・TEX…__..琴;と:;:;・9:・9〔9;AN:、;;÷,.66-67、PLANNINGRESEAR⊂H、::;・ …L・SANGEI紫

(REFERENCE'CODE・ADOOOO646870)(MATCHEDKεY-YtORDNUMBER・01)

`刊TLE'… … ・・:‖
,:・1。E㌫A;II21舗1、1・PERIENCE・ ・ASS・ST・1・F・ …ADP・ANAGE・

(DESCRIPTE"''"ぽ1騰:麟llE:1;

、ll!;器1;、V"gllROII;,1き 漂;Cl,RE8:

・AuTH・・….・_1:X:"3:ERXB:8:5PERSONNEL`⊂ 。:[蒜 、IR㌫1～HC器{…:稽H1旨 き:Lεs

GEORGFS`BE⊂KWl.丁 卜iPLANNINGRESEARCH(=ORP.・LOSANGELES

・T・X'T)_....言 纈9写 ・;:・99:9ESD-66.67、.V。PLANNINGRESEAR⊂H、291tp・ ・L・S・A・GEtil

－85一



一一 一一'一て〒]…ヌ丁丁
,.`,.1丁 二 匡ざD・ 〒員一67-27567EN8

NO.08(REFE酬CEべOqE・ADOOOq斑 斑.,._(,坦CHεPKε 酬 。RDNUMBER'Oい … ・・

・-t-i;1;1旨 識 言::一:〔{1ε:ヒ:?惜2詰 と智 識51iG:畠,A日 ・南AC"S,S,・M・ 〔DIGI・…'eb・POi'"

ERS)`DlSPしAYSYSTξptS!INpりT-gりTPUTDE.VICES.GRAPH.lgS.

(AU†HOR),,・..`.H・LlDERI(5UZOSMASSACHUSεTTSINSTOF↑ECHCAMBRIDGE

σEXT) .・__......一..一 一.._...66EN.20

NO・.Qエ_～.R.藍艇.N⊆E-⊆ 四 £ ・ADq●QΩ 旦 凶LS±!sエ ⊆胆L駈Y'W。 胆 』 雌 臼 三 皇1》 一

{1と;と編 三6;:::漂 牒 ∴八百 、二面・GRA,ぼ、'CS)一.一丁・肩・,一,AC,1、E・・Y,〒・・S・'・0・Put・R"…GRA…

ゼr高β31…9七#;{号rき1ζ!R26鰐 とN:,;ε:麟R;;↓ 、瓢}蹄 ・き罐:讐 …
(AUTHOR),,,・ ・..JA(二KI6RAFFELHASSAg杜 週 丘TI皇LUNS工_OFTεCH」 』幽PN____－

NO・og (REFERE'NCE-CODE・ADOOOO655ら43)'(硫 ごUE6層 《…Y;W。Rb'NUMBER・01)

(TI†LE),,,...,.ANALYS†ASSISTANCEPROGRAM..(AAP)FOR.ON・LIN直 ⊂OMPUTATIONSVIA2250
GRAPHICALTERMINALSCONNECTEDTOANIBM360!40COMPUTER.

(DESCRIPTER》 ・.・(養PROGRAMMINGLANGUAGES⑱ 併COト4P(灯ERPROGRAMS)句(φPROGRAMMING(COMpU

TERS)・ ・FLOWCHARTIN9・HONlTOBS・SCANNINGtCATHODεRAYTUBES,DIS"』.
pLAYSYSTEMS,SYSTEMSENGiNEERING⑱GRAPHICS`

(AUTHOR),,...・.ANNEB・AMト4ERMAN胞AV4LWEAPONSLA8DAHLGRENVA-

(TEXT),・,...,・ ・REPTNO・N宙L-†M-K-28!6?67εNう5

NO.10 (REFERENCE■CODε ■ADOOOO661655)(MAT(二HEDKtY-WORDNUMBER啓01)

(TlTLE)..,,・...ASUFFICIEN(二YSOLUTIONOFTHETRAVELINGSALESMANPROBLEM、

(DESCRIPIER),,`OPERATlONSRESEARCH・TRAVELINGSALESMANPROBLE阿 ⑱METER-READINGPR

OBLEMもORelTINGAS†RONOMICALOBSERVATORY4(各GRAPH1'⊂SもOP†IMlZATION
).APPROXIMATION(MATHEMATICS》 ⑨COMPUTERPROGRAMS,SUBROU↑INES■

(AUTHOR),,,,..`JOHNSTAUDHAMMERSYSTEMDEVELOPMENTCORPSANTAMONICA

MILTONASH'SYSTEMDEVELOPMENTCORPSANTAMONICA

(TEXT)..,,..・..R[PTNO・SP-2う14!000!0012B66EN⊂68266

.
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